
古紙を配合しています。環境にやさしい植物性
インキを使用しています。☎042−383−1111

（かけ間違いにご注意ください） FAX042−383−0022
「市長へのファクス」ふれあい24発行・小金井市　編集・広報秘書課

〒184-8504　小金井市本町6-6-3
市役所代表

日
常
備
蓄
方
法

　
　
　
　
な
ど
に
つ
い
て

２
面
に
つ
づ
く

広域避難場所広域避難場所
　火災が広範囲に及んだとき、熱や煙、有毒ガスなどから身を守る、延焼の危険の
ない場所です。
都立武蔵野公園（都立野川公園・国際基督教大学高等学校を含む）

東京農工大学（栗山公園を含む）

都立小金井公園

東京学芸大学

多磨霊園

　一時避難場所は、ようすを見るため、いっとき避難する場所です。避難所は、災
害により家屋が被害を受け、居住ができないと判断した場合に避難して生活する場
所です。

一一
いっいっ

時時
ときとき

避難場所および避難所避難場所および避難所

名称 一時避
難場所 避難所

第一小学校 ○ ○
第二小学校 ○ ○
第三小学校 ○ ○
第四小学校 ○ ○
東小学校 ○ ○
前原小学校 ○ ○
本町小学校 ○ ○
緑小学校 ○ ○
南小学校 ○ ○

名称 一時避
難場所 避難所

第一中学校 ○ ○
第二中学校 ○ ○
東中学校 ○ ○
緑中学校 ○ ○
南中学校 ○ ○
東京電機大学
中学校・高等
学校

○ −

法政大学緑町
グラウンド ○ −

名称 一時避
難場所 避難所

上水公園運動施設 ○ −

中央大学附属中学校・
高等学校 ○ −

多摩科学技術高等学校 ○ −

梶野公園 ○ −

貫井南町三楽集会所
（土砂災害） − ○

東町友愛会館（土砂
災害） − ○

避難場所など

災害時の断水に備えましょう

■お近くの災害時給水ステーション（給水拠点）

　市では災害時の情報を防災行政無線で放送しており、同内容を電話
応答サービス（☎０４２−３８７−９９００）でも確認できます。（通話料がか
かります）
　また、X（旧ツイッター）、こがねい安全・安心メール、市ホーム
ページ等でも情報を発信しています。最新の情報をチェックし、備え
ることが重要です。

　大規模な地震が発生した際、市での断水率は最大で２1.1％になると想
定されており、日頃の備えが大切です。※引用「首都直下地震等による
東京の被害想定」報告書（令和４年５月　東京都）

断水時に水をお配りします。水を入れる清潔な容器（ポリタンクなど）をご持参ください。

X
（旧ツイッター）

こがねい
安全・安心メール

都水道局ホームページ

　避難所での生活はさまざまな制約があ
り、プライバシーの確保が難しいこと
や、共同生活等によって心と体にさまざ
まな影響を及ぼすことが考えられます。
　住み慣れた自宅で避難生活を送る在宅
避難のための準備をしましょう。
i地域安全課防災消防係（☎０４２−３８７−
９８０７）

災害に備えましょう！災害に備えましょう！

安全な場所にいる人まで安全な場所にいる人まで
　避難所に行く必要はありません　避難所に行く必要はありません避難とは、「難」を避けること

◎�家屋に被害・倒壊の恐れ・火災の
危険がなく、安全を確保できる
◎�食料などの備えが十分
◎�（水害の場合）浸水深より居室が
高い� など

自宅での生活を続ける

在宅避難

在宅避難に備えて
�家具などの転倒防止対策
�食料品、水、携帯用トイレなど日用
品の備蓄
�自宅周辺のリスクを市防災マップ等
で確認

�非常用持ち出し品を準備
�原則「徒歩」で避難
　※�車を使うと渋滞を引き起こし、消防
・救急活動などに支障を来します

避難所等への避難に備えて

どんなときに避難所に行く？行かない？どんなときに避難所に行く？行かない？

市ホームページ

避難

学校などの避難所や
安全な知人宅等へ

�家屋倒壊の恐れが
ある
�火災が迫っている
� など

▷�飼い主の居住スペース
とペットのスペースは
別の場所になります。
ペットを入れたケージ
は避難所の所定の場所
に設置してください

▷�ペットの管理（えさや
排せつ物の処理等）は
飼い主の責任で行ってください

ペットの同行避難について

必ずケージ等に入れて避難してください

正しい情報を入手し、地震や台風などに備えましょう

施設名 所在地
梶野配水所 梶野町５−1０−３３
上水南給水所 小平市上水南町３−1２−３6
都立武蔵野公園応急給水槽 府中市多磨町３−２

国民健康保険税……………第３期分
後期高齢者医療保険料……第３期分

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

１０
月
２
日（
月
）

納
期
限
の

お
知
ら
せ

令和５（2023）年

毎月１・15日発行

NO.1538 9 1/
こきんちゃん

ホ ー ム ペ ー ジ　https://www.city.koganei.lg.jp/
モバイル（携帯電話）版　http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.html

イベント等の最新情報について
は、事前に各担当部署や主催者に
お問い合わせいただくか、市ホー
ムページをご確認ください。



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

お
知
ら
せ

in
fo
rm
a
tio
n

委
員
選
任
結
果

委
員
選
任
結
果

　

公
募
委
員
選
考
基
準
等
に
よ

り
、
次
の
公
募
市
民
の
方
々
を
委

員
に
選
任
し
ま
し
た
。

【
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
】

▽
亀
山
久
美
子
さ
ん
、
清
水
圭
樹

さ
ん
、
竹
内
敬
子
さ
ん
、
長
岩
蒼

樹
さ
ん
、
福
井
可
奈
子
さ
ん

i
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
６
）

【
公
民
館
運
営
審
議
会
】

▽
稲
垣
芳
樹
さ
ん
、
川
原
美
紀
さ

ん
、
吉
田
孝
さ
ん

i
公
民
館
本
館
（
☎
０４２

−

３８３

−

１

１
８
４
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込

み
は
お
早
め
に

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
二
弾
の
申

込
期
限
は
、
９
月
末
ま
で
で
す
。

決
済
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
さ
ら

に
早
く
申
し
込
み
を
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
s://m

yn
u
m
b
erca

rd
.

p
o
in
t.so

u
m
u
.g
o
.jp
/flo
w
/

m
ykey-get/

）
ま
た
は
決
済
事

業
者
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
ご
自
身
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
可
能

で
す
。
ま
た
、
市
民
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
１
階
）
で
も
申
請
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

t
令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方

i
市
民
課
市
民
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
０
）

マイナポイント
ホームページ

子
ど
も
の
遊
び
場
等
整
備
事

業
支
援
委
託
事
業
者
を
募
集

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
に

配
慮
し
た
遊
び
場
等
を
子
ど
も
の

意
見
を
聴
い
て
整
備
す
る
た
め
、

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
方

法
等
詳
細
は
、
実
施
要
領
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
参
加
希
望
受
付
期
間
９
月
８
日

（
金
）
ま
で

■
選
考
方
法
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式

■
実
施
要
領
配
布
受
付
期
間
内

に
、
環
境
政
策
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
４
階
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

i
環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
６
０
）

環
境
楽
習
館
に
空
調
を
導
入

　

近
年
の
酷
暑
・
厳
冬
に
対
応

し
、
快
適
な
室
温
を
維
持
す
る
た

め
、
９
月
１
日
か
ら
空
調
設
備
を

導
入
し
ま
す
。

i
環
境
政
策
課
環
境
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
１
７
）

民
間
集
会
施
設
等
へ

助
成
金
を
支
給

　

民
間
集
会
施
設
等
の
令
和
６
年

度
の
改
修
工
事
や
管
理
運
営
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

t
町
会
、
自
治
会
な
ど
が
所
有
す

る
集
会
施
設
ま
た
は
都
営
ア
パ
ー

ト
な
ど
に
設
置
さ
れ
自
治
会
な
ど

が
管
理
運
営
す
る
集
会
施
設
で
、

一
般
に
開
放
さ
れ
て
い
る
も
の

※
都
営
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
設
置
さ

れ
て
い
る
集
会
施
設
は
管
理
運
営

費
用
の
み
助
成

m
９
月
１5
日
ま
で
に
、
所
定
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
直

接
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
集
会

施
設
係
（
東
小
金
井
駅
開
設
記
念

会
館
内
☎
０
４
２
２

−

３０

−

０
６

６
０
）
へ

ご
利
用
く
だ
さ
い

９
月
の
休
日
窓
口

9月  ○は休日窓口開設日
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２8 ２９ ３０

■
開
設
時
間
午
前
９
時
〜
午
後
１

時■
開
設
窓
口
市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係（
３
日
の
み
）、

納
税
課
（
３
日
の
み
）

※
一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
国
民

年
金
事
務
・
市
税
証
明
書
交
付
事

務
ほ
か
）
も
あ
り
ま
す
。

i
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
２
６
）、
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代
表
（
☎

０４２

−

３８３

−

１
１
１
１
）

自
主
防
災
組
織
を

　
　
　
　
作
ろ
う

　

地
域
で
協
力
し
合
い
災
害
か

ら
ま
ち
を
守
る
た
め
、
自
主
的

に
結
成
す
る
組
織
で
す
。

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
そ

の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

消
防
サ
イ
レ
ン
に

　
　
　
ご
理
解
を

　

市
内
で
火
災
が
発
生
し
た
場

合
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
月
原
則
１
日

（
１
月
を
除
く
）
の
午
前
８
時

に
は
、
広
く
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
る
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
て
い
ま
す
。

重
要
な
役
割
を

　
　
担
う
消
防
団

　

本
業
を
も
つ
か
た
わ
ら
、
奉

仕
の
精
神
に
よ
り
市
民
の
生
命

や
財
産
な
ど
を
守
る
た
め
、
昼

夜
を
問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま

す
。
訓
練
な
ど
の
消
防
団
の
活

動
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
入
団
方

法
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
資
格
等
要
件
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
入
団
日
時
点
で
１８

歳
以
上
の
方

食べたら、1食分を買い足して補充
する。

買い足す　
朝 昼 夜

1日目
2日目
3日目
もう1日分

補充

ちょうど1年で、最初に用意した4
日分（12食）は全て消費し、買い
足した12食分とそっくり入れ替わ
る。（非常食の消費期限は1年でよい）

新しいものが常備される

朝 昼 夜
1日目
2日目
3日目

もう1日分

朝 昼 夜
そっくり入れ替わる

ベースとなる3日分（9食分）の
非常食を用意する。さらに、もう
1日分（3食分）、合計で12食分
にする。

備える
朝 昼 夜

1日目
2日目
3日目
もう1日分

1

１か月に１回程度の頻度で非常食１
食分を定期的に食べる。

食べる
朝 昼 夜

1日目
2日目
3日目
もう1日分

２

4 3

　

日
ご
ろ
か
ら
自
宅
で
利
用
し

て
い
る
も
の
を
少
し
多
め
に
備

え
る
こ
と
で
、
発
災
時
に
も
自

宅
で
当
面
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
際
、「
ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
」（
左
図
）

が
お
す
す
め
で
す
。

　

東
京
備
蓄
ナ
ビ
で
、
自
分
に

合
っ
た
備
蓄

を
調
べ
て
み

ま
し
ょ
う
。

「
日
常
備
蓄
」を
進
め
ま
し
ょ
う

東京備蓄ナビ

　６月４日、５日、７月１８日に浅川清流
環境組合可燃ごみ処理施設で発生した水
銀濃度超過事案を受けて、可燃ごみの共
同処理を行う日野市、国分寺市、小金井
市では、可燃ごみへの水銀混入を防止す
るため、同キャンペーンを昨年度に引き
続き実施します。
　ご家庭で使用していない水銀使用製品
がありましたら、お持ちください。お持
ちいただいた方に粗品（エコバッグとく
るカメグッズのセットまたは電子体温
計。1人につき1つ。電子体温計は数に
限りがあります）を差し上げます。

水銀使用製品回収キャンペーン水銀使用製品回収キャンペーン日野市・国分寺市・小金井市・日野市・国分寺市・小金井市・
浅川清流環境組合共同実施事業浅川清流環境組合共同実施事業

■実施期間９月1日（金）〜１２月２８日（木）
bごみ対策課（市役所第二庁舎４階）、公民
館各館
■回収品目水銀体温計、水銀温度計、水銀血
圧計、容器に入った水銀
※温度、血圧を示す部分がアルコール式（赤
色、青色）のもの、電子式のもの、事業所で
使用したものは対象外です
※その他の使用製品（蛍光管
など）は、ご家庭から有害ご
みとして排出をお願いします
iごみ対策課清掃係（☎04２
−3８7−9８3５）

水銀体温計

水銀血圧計

水銀体温計・温度計

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・9・1 2



d日時　b場所　u内容　k講師　t対象　s定員　n費用　y持ち物　m申し込み　i問い合わせ　eその他　hホームページ　aＥメール凡 例凡 例

みんなのみんなの
タウンミーティングタウンミーティング

　市民の皆さんの市政に対する率直なご意
見等を、市長にお聞かせください。
db９月２３日（祝）午前１０時３０分〜正午＝
市民会館・萌え木ホール（商工会館３階）
s２０人（申込順）
e▷保育あり（１歳以上。３人。申込順）
▷手話通訳あり
m９月１日〜２０日に、電話、ファクス、市申
込フォーム（https://logoform.jp/f/8２p 
２０）または直接、広報秘書
課広聴係（市役所第二庁
舎１階☎０４２−３8７−９8１8
f０４２−３8７−１２２４）へ

市
申
込
フ
ォ
ー
ム

　

高
齢
者
の
悪
質
商
法
被
害
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
だ
ま
す
手
口
は

年
々
巧
妙
に
な
り
、
時
に
は
複
数

人
で
役
柄
を
演
じ
分
け
て
勧
誘

し
、
お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し

ま
す
。

　

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
消
費
生
活
相
談
室
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

周
囲
の
皆
さ
ん
に
よ
る
見
守
り

も
大
切
で
す
。
高
齢
者
の
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
高
齢
者
被
害
特
別
相
談
】

d
９
月
１１
日（
月
）〜
１３
日（
水
）

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
６０

歳
以
上
の
方

m
直
接
、
消
費
生
活
相
談
室
（
市

役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎
f
＝
０４２

−

３８４

−

４
９
９
９
）
へ

i
経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
１
）

多
重
債
務
１１０
番

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要

　

７
月
か
ら
尋
常
で
は
な
い
暑
さ

が
続
き
、
気
候
変
動
の
影
響
が
毎

年
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
暑
さ
の
中
、
７
月
１９
日

に
小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
に

て
、
こ
が
ね
い
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
２０
年

後
の
将
来
像
を
示
す
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
基
本
目
標
実
現

に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
内

容
周
知
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に

企
画
し
た
も
の
で
、
市
と
し
て
初

め
て
の
試
み
で
す
。
講
演
会
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
９２
名
も
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、盛
況
で
し
た
。

　

都
市
計
画
と
聞
く
と
堅
苦
し
い

印
象
が
あ
る
と
思
い
、
テ
ー
マ
を

「
誰
で
も
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
︱
豊
か
な

地
域
資
源
を
安
全
・
安
心
に
つ
な

げ
る
た
め
に
」と
設
定
し
、都
市
災

害
の
ま
ち
づ
く
り
に
詳
し
く
、
市

都
市
計
画
審
議
会
の
市
古
太
郎
会

長（
東
京
都
立
大
学
教
授
）に
基
調

講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。「
都

市
計
画
は
も
の
づ
く
り
か
ら
こ
と

づ
く
り
へ
」
と
い
う
言
葉
を
は
じ

め
、
事
例
を
交
え
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

創
出
機
会
を
中
心
に
と
て
も
聞
き

応
え
の
あ
る
お
話
で
し
た
。

　

基
調
講
演
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
森
田
眞
希
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
代
表
理
事
）
と
私
も
登
壇

し
、
神
山
副
市
長
が
進
行
役
を
務

め
ま
し
た
。
森
田
さ
ん
か
ら
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
か
ら
「
日
常

の
地
域
の
繋
が
り
・
関
係
性
が
災

害
時
に
活
き
る
」
と
確
信
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
今
小
金
井
市

で
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
自
助
・
共
助
・

公
助
と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す

が
、
何
よ
り
も
住
む
地
域
の
関
係

作
り
が
そ
の
ま
ま
災
害
時
に
も
助

け
合
え
る
資
源
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
多
く
の

貴
重
な
ヒ
ン
ト
を
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

小
金
井
市
長

健康ガイド
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〒
184
ー
0
0
1
5

　
貫
井
北
町
５
ー
18
ー
18

（
☎
042
ー
321
ー
1
2
4
0
）

新
し
い
小
金
井
を
つ
く
る

新
し
い
小
金
井
を
つ
く
る

４

トト
ビビ
ララ

で
す
。

d
９
月
４
日
（
月
）、５
日
（
火
）

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
相
談
窓
口
消
費
生
活
相
談
室

（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎
f
＝

０４２

−

３８４

−

４
９
９
９
）

i
経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
１
）

善
意
善
意
のの

輪輪

市
取
扱
分

【
一
般
寄
附
】

◎
令
和
３
年
分

▽
１
億
７３０
万
６
千
６８８
円
＝
匿
名

◎
７
月
分

【
特
定
寄
附
】

◆
環
境
保
全
活

用
の
た
め
に

▽
４
万
７
千
３２５

円
＝
株
式
会
社

ダ
イ
エ
ー

体
組
成
測
定
で
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク

教
室

　

脂
肪
・
筋
肉
・
骨
な
ど
、
体
を

構
成
す
る
体
成
分
を
測
定
し
、
健

康
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

d
１０
月
１３
日
（
金
）、１６
日
（
月
）

午
前
１０
時
〜
午
後
０
時
３０
分
（
全

２
回
）
b
保
健
セ
ン
タ
ー
t
市
内

在
住
の
２０
〜
４９
歳
の
方
s
２０
人

（
申
込
順
）
e
保
育
有
り
m
９
月

１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

両
親
学
級

d
１０
月
２１
日
（
土
）
午
前
９
時
３０

分
〜
正
午
b
保
健
セ
ン
タ
ー
u
妊

娠
、
出
産
、
育
児
の
話
、
沐も

く

浴
実

習
等
t
お
お
む
ね
１６
〜
２７
週
の
妊

婦
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
（
妊
娠
週

数
は
目
安
で
す
。
初
産
婦
の
方
の

み
）
s
４４
人
（
各
家
庭
２
人
可
。

申
込
順
）
m
９
月
１
日
か
ら
、
電

話
で
健
康
課
へ

妊
婦
歯
科
教
室

d
１０
月
２
日
（
月
）、
２７
日
（
金
）

午
後
０
時
４５
分
か
ら
、
１
時
４５
分

か
ら
、
２
時
４５
分
か
ら
b
保
健
セ

ン
タ
ー
u
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
、

歯
磨
き
練
習
・
各
種
測
定
・
個
別

相
談
等
t
お
お
む
ね
１６
〜
２７
週
の

妊
婦
の
方
s
各
回
４
人
（
申
込

順
）
m
９
月
１
日
か
ら
、
電
話
で

健
康
課
へ

ひ
と
り
ひ
と
り
が

　
　
き
を
つ
け
ナ
イ
ト

街
の
み
ん
な
で

　
　
み
ま
も
ら
ナ
イ
ト

９
月
は
高
齢
者
悪
質
商
法
被

害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

◆◆各種審議会等の開催日程◆◆
名　称 と　き ところ 内　容 問合先

公民館運営審
議会

９月６日（水）
１０：００〜

市役所第二庁舎
８階8０１会議室

公民館事業につ
いて　ほか

公民館本館
（☎０４２−３8３−１１8４）

情報公開・個
人情報保護審
議会

９月１１日（月）
１8：００〜

市役所第二庁舎
８階8０１会議室

個人情報保護制
度に係る報告に
ついて

総務課情報公開係
（☎０４２−３8７−９９２６）

地域自立支援
協議会

９月２０日（水）
１７：００〜

市役所西庁舎２
階第五会議室

障害者計画につ
いて

自立生活支援課障害福祉係
（☎０４２−３8７−９8４8）

地域福祉推進
委員会

９月２１日（木）
１０：００〜

市役所第二庁舎
８階8０１会議室

地域福祉計画骨
子について　ほ
か

地域福祉課地域福祉係
（☎０４２−３8７−９９１５）

※傍聴については事前にお問い合わせください

■採用予定日１０月１日（日）
e▷資格要件等詳細は、市ホー
ムページをご覧ください▷要項
は市ホームページからもダウン
ロードできます
■要項配布m郵送（必着）また
は直接、①は９月７日（木）ま
でに職員課②は５日（火）まで
に庶務課へ
i①職員課人事研修係（〒１8４
−8５０４住所不要・市役所本庁舎

１階☎０４２−３8７−９8０8）②庶務
課庶務係（〒１8４−8５０４住所不
要・市役所第二庁舎７階☎０４２
−３8７−９8７２）

会計年度任用職員・
　　　　　任期付職員募集

区分 業務名 月額報酬 募集人数

①

任期付 保育士
１8６,8７５円〜

（経験・職歴に
より加算あり）

１人

保育士（育児休業代替） ２０７,8０５円 若干名

会計年
度任用

母子・父子自立支援プログ
ラム策定員兼母子・父子自
立支援員兼婦人相談員業務

２０３,１００円〜
２４４,５００円 １人

保育園看護業務（週２日） ９４,６００円 １人
学童保育指導員業務 １8６,３００円 若干名

② 会計年
度任用

学校給食調理補助業務 １４５,8００円 ２人
特別支援教育支援員 １8６,２００円 ２人
無形指定文化財調査業務 １8６,３００円 １人

任期付職員会計年度
任用職員

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・9・13



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

db右表のとおり
utsn下表のとおり
e▷申込完了後、お知らせを検診日の１週間〜１０日前に郵送予定▷乳
がん検診は、新型コロナワクチンの接種後６週間以上経過しての受診
を推奨します
■予約方法予約申込フォーム（https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/tk/step/
top_koganei）または電話で、東京都予防医学協会（ ０１２０−１２８−３３１※携帯電話
の場合＝０３−３２６９−４７５２、土曜・日曜・祝日を除く午前９時〜午後５時）へ
i健康課健康係（☎︎０４２−３２１−１２４０）※健康課では予約受付していません

検診内容 対象 定員 費用

胃がん検診
バリウムを飲ん
での胃部Ｘ線検
査

令和６年３月３１
日現在４０歳以上
で同検診を今年
度未受診の方

次の方は受診できません▷前回受診後、およそ１年たっていない方▷過去１年以内に開腹
手術を受けた方▷腸閉塞の既往がある方▷妊娠中もしくは妊娠の可能性がある方▷まっす
ぐに立てない方▷検査中指示に従って動けない方▷バリウムアレルギーの方▷誤嚥をしや
すい方▷高血圧（１８０／１１０以上）の方※問診により、検診をお断りする場合もあります

１日あたり
４５人 １,０００円

▷いずれも受診票
の提出時に納入
▷生活保護世帯・
住民税非課税世帯
の方は、減免制度
があります

肺がん検診 胸部Ｘ線検査、
喀痰細胞診

喀痰細胞診については、５０歳以上で喫煙指数（喫煙年数×１日本数）が６００以上の希望す
る方に受診票と容器を送付します。検診当日に喀痰を採取した容器を受診票とともにお持
ちください。※喀痰細胞診のみの受診は不可

１日あたり
１５０人

いずれも
５００円

大腸がん検診 免疫学的便潜血
検査２日法 検査キット等を郵送しますので、期間内に提出してください ５００円

乳がん検診
女性スタッフに
よるマンモグラ
フィ検査

令和６年３月３１
日現在４０歳以上
の女性

令和４年４月以降に市の乳がん検診を受診していない方。なお、次の方は受診できません
▷現在授乳中、妊娠中、断乳後６か月以内の方▷乳房疾患で治療中、経過観察中、手術後
の方▷まっすぐに立てない方▷心臓にペースメーカーを装着している方▷豊胸手術をした
方※問診により、検診をお断りする場合もあります

１日あたり
５０人 ２,０００円

胃がん検診・肺がん検診・大腸がん検診・乳がん検診胃がん検診・肺がん検診・大腸がん検診・乳がん検診
予
約
申
込
フ
ォ
ー
ム

実施日 検診場所 検診名
女性 ９／１３（水） 保健センター 胃がん・大腸がん・乳がん

男性
９／１４（木）

市役所本庁舎
胃がん・大腸がん

１０／３０（月） 胃がん・肺がん・大腸がん
１１／２（木）

保健センター
胃がん・大腸がん

女性
１１／１５（水） 胃がん・大腸がん・乳がん
１１／１６（木） 胃がん・肺がん・大腸がん・乳がん

男性 １２／４（月） 市役所本庁舎 胃がん・大腸がん

女性
１２／５（火） 保健センター 胃がん・大腸がん・乳がん
１２／６（水） 市役所本庁舎 胃がん・肺がん・大腸がん・乳がん

※胃がん検診は午前のみ

健
康
講
演
会

乳
が
ん
自
己
検
診
法

−

女

性
の
健
康
を
守
る
た
め
に

d
１０
月
４
日
（
水
）
午
後
２
時
～

３
時
３０
分
b
上
之
原
会
館
k
羽
木

裕
雄
さ
ん
（
市
医
師
会
会
員
）
s

３０
人（
申
込
順
）
e
講
義
後
に
保
健

師
か
ら
更
年
期
の
健
康
管
理
に
つ

い
て
話
し
ま
す
。
保
育
有
り
m
９

月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

【
１
回
食
へ
の
進
め
方
】

d
１０
月
１８
日
（
水
）
午
前
１０
時
３０

分
～
１１
時
１５
分
、
１１
時
３０
分
～
午

後
０
時
１５
分
t
お
お
む
ね
４
～
５

か
月
児
の
保
護
者

【
２
回
食
へ
の
進
め
方
】

d
１０
月
１８
日
（
水
）
午
後
２
時
３０

分
～
３
時
４５
分
t
お
お
む
ね
６
～

７
か
月
児
の
保
護
者

【
３
回
食
へ
の
進
め
方
】

d
１０
月
６
日
（
金
）
午
後
１
時
３０

分
～
２
時
４５
分
t
お
お
む
ね
８
～

１１
か
月
児
の
保
護
者

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

b
保
健
セ
ン
タ
ー
u
歯
科
衛
生
士

（
１
回
食
を
除
く
）・
管
理
栄
養

士
に
よ
る
講
義
な
ど
s
各
回
１０
人

（
申
込
順
）
e
親
子
同
室
で
す
m
９

月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
健

康
係（
☎
０４２

−

３２１

−

１
２
４
０
）へ

む
し
歯
予
防
教
室

d
１０
月
５
日
～
２６
日
の
毎
週
木
曜

日
午
前
９
時
か
ら
、
９
時
３０
分
か

ら
b
保
健
セ
ン
タ
ー
u
歯
磨
き
練

習
、
栄
養
相
談
な
ど
※
希
望
者
は

歯
科
健
診
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
t
令
和
３
年
３
月
生
ま
れ

（
２
歳
６
か
月
）
～
４
年
９
月
生

ま
れ
（
１
歳
）
の
子
ど
も
※
転
入

等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
い
る
場

合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
s
各
回

６
人
（
申
込
順
）
m
９
月
１
日
か

ら
、
電
話
で
健
康
課
健
康
係
（
☎

０４２

−

３２１

−

１
２
４
０
）
へ

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
に
つ
い
て

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
流
行
す

る
、
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
と
い
う

病
気
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
は
エ
ン
テ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症

で
、
主
に
お
子
さ
ん
た
ち
に
多

く
み
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
成

人
で
も
罹り

患
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
特
に
本
年
は
大
流
行
が

起
き
て
お
り
注
意
が
必
要
な
疾

患
で
す
。

　

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
の
感
染
経

路
は
、
感
染
者
の
唾だ

液
や
く
し

ゃ
み
、
咳せ

き

な
ど
を
介
し
て
広
が

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
手
洗
い

や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
感
染
者
と
の

接
触
を
避
け
る
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

主
な
症
状
は
、
喉の

ど

の
痛
み
や

発
熱
で
、
咳
や
鼻
水
な
ど
を
伴

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
口
の
中

の
赤
い
斑
点
や
水
膨
れ
が
特
徴

的
で
す
。
特
効
薬
は
な
く
、
対

症
的
な
経
過
を
見
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
適
切
な
治
療
や
自
宅

で
の
ケ
ア
を
す
る
こ
と
で
、
体

力
回
復
や
症
状
の
緩
和
に
努
め

ま
す
。
喉
の
痛
み
が
強
く
出
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
脱
水

に
留
意
し
水
分
摂
取
を
心
掛
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
も
し
不

安
な
点
が
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
の
症
状
が

ほ
か
の
病
気
と
類
似
す
る
た

め
、
他
疾
患
の
流
行
状
況
や
症

状
の
出
方
に
よ
っ
て
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
、
溶
連
菌
な
ど
の
検
査

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
判
断
に
悩
ま
れ
る
場
合

に
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

感
染
予
防
に
は
引
き
続
き
気

を
付
け
て
、
皆
さ
ん
の
健
康
を

守
る
た
め
に
感
染
対
策
を
し
っ

か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。
暑
い
日

が
続
き
ま
す
が
、
感
染
予
防
に

努
め
良
い
一
日
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

　
小
金
井
市
医
師
会

森　
浩
輝

【
後
期
高
齢
者
医
療
健
診
】

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
を

目
的
に
後
期
高
齢
者
医
療
健
診

を
実
施
し
ま
す
。
受
診
に
必
要

な
受
診
券
、
結
果
通
知
票
、
利

用
の
手
引
き
は
９
月
上
旬
に
発

送
し
ま
す
。

■
受
診
期
間
９
月
１５
日
（
金
）

～
令
和
６
年
１
月
３１
日
（
水
）

t
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被

保
険
者
の
方
（
６
か
月
以
上
の

長
期
入
院
、
老
人
施
設
等
に
入

所
中
の
方
を
除
く
）

e
同
じ
年
度
内
に
同
健
診
を
受

け
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク
補

助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

i
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
４
）

【
フ
ォ
ロ
ー
健
診　
　
　
　
　

（
独
自
健
康
診
査
）】

　

後
期
高
齢
者
医
療
健
診
の
上

乗
せ
項
目
と
し
て
、
希
望
者
に

対
し
、
フ
ォ
ロ
ー
健
診
（
独
自

健
康
診
査
）
を
実
施
し
ま
す
。

e
他
の
健
康
診
査
で
実
施
済
み

の
健
診
項
目
は
、
受
診
で
き
ま

せ
ん

i
健
康
課
健
康
係
（
☎
０４２

−

３２１

−

１
２
４
０
）

７５７５
歳
以
上
の
方
等
の

歳
以
上
の
方
等
の

後
期
高
齢
者
医
療
健
診
を
実
施

後
期
高
齢
者
医
療
健
診
を
実
施

後期高齢者医療健診の健診項目
【基本的な健診項目】
▷質問事項（問診票）
▷身体計測（身長、体重、ＢＭＩ、腹囲）
▷血圧測定
▷血中脂質検査（中性脂肪、ＨＤＬコレステロール、
ＬＤＬコレステロール）
▷肝機能検査（ＧＯＴ、ＧＰＴ、γ－ＧＴＰ）
▷血糖検査（空腹時血糖およびＨbＡ１ｃ）
▷尿検査（尿糖、尿蛋白）
【詳細な健診項目】
▷貧血検査（赤血球、血色素量、ヘマトクリット）
▷心電図検査
▷生化学検査（クレアチニン）
▷眼底検査※内科健診の結果、医師の判断により実施

フォロー健診の健診項目
【内科項目】
▷生化学検査（尿酸）
▷血液学検査（白血球）
▷胸部レントゲン検査
【眼科項目】
内科健診の結果、医師の判断により実施
▷眼底検査

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・9・1 4



d日時　b場所　u内容　k講師　t対象　s定員　n費用　y持ち物　m申し込み　i問い合わせ　eその他　hホームページ　aＥメール凡 例凡 例

　９月２０日（水）から、令和５年秋開始接種（１人１回。要予約）を実施し
ます。今回の接種では現在、流行しているオミクロン株ＸＢＢ.１．５に対応す
る１価ワクチンを使用します。

　なお、生後６か月～１１歳以下の方の予約開始日および接種可能な市内医療
機関等は決定次第、市ホームページ等でお知らせします。
t初回接種（１・２回目接種）を終えた生後６か月以上の方
※▷最終接種から３か月の間隔を空けることが必要（ワクチンの薬事承認後
に正式決定）▷乳幼児（生後６か月～４歳）の初回接種は１～３回目接種ま
で▷令和５年秋開始接種の開始以前（９月１９日まで）に、オミクロン株対応
ワクチンの接種を受けている方も接種可能
n無料

福
祉
福
祉
ののひろ

ば
ひ
ろ
ば

居
住
支
援
促
進
講
演
会

居
住
支
援
促
進
講
演
会

d
９
月
５
日
（
火
）
午
後
１
時
３０

分
～
４
時
３０
分
b
小
金
井　

宮
地

楽
器
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
u
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
等
に
つ
い
て
ほ

か
k
巽
弘
樹
さ
ん
（
国
土
交
通
省

職
員
）
ほ
か
t
不
動
産
関
係
者
、

福
祉
関
係
者
、
居
住
支
援
事
業
に

関
心
の
あ
る
方
s
１００
人
（
当
日
先

着
順
）
i
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住

宅
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
６
１
）

子
ど
も
・
若
者
の
生
き
づ
ら
さ

を
支
え
る
地
域
づ
く
り
を
学
ぶ

d
１０
月
２
日
（
月
）
午
後
３
時
～

５
時
b
社
会
福
祉
協
議
会
k
入
江

優
子
さ
ん
（
東
京
学
芸
大
学
准
教

授
）
t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
子
ど
も
・
若
者
支
援
に
関
心
の

あ
る
方
s
４０
人
（
申
込
順
）
m
９

月
４
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８７

−

０
０
１
１
avc-ko

gan
ei@
ci

rcu
s.o
cn
.n
e.jp

）
へ

出
張
ス
マ
ホ
相
談
会

　

１０
月
以
降
の
希
望
す
る
日
時
と

場
所
に
ス
マ
ホ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
出

張
し
て
相
談
に
の
り
ま
す
。

t
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
６５
歳
以

上
の
５
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
m
実

施
日
の
１４
日

前
ま
で
に
、

電
話
で
介
護

福
祉
課
包
括

支
援
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４

５
）
へ

接種券を発送します
　９月中から対象となる見込みの方へ順次、接種券（やまぶき色の封筒）を
発送しています。※令和５年春開始接種以前の対象者で、追加接種が未接種
の方にも接種券を送付していますが、今回送付した接種券を使用してくださ
い
　初回接種を終え、最終接種から３か月以上の経過を、国の接種記録システ
ム等で把握できた１２～６４歳の方の接種券は、９月１２日～１４日の間に到着予定
です。なお、６４歳以下の基礎疾患等を有する方で早めの接種券発行を希望す
る方、または転入後に新型コロナウイルスワクチンを接種していない方は、
市コールセンターへお問い合わせください。

新型コロナワクチン接種

予約方法
▷市予約システムウェブサイト（https://v-yoyaku.
jp/１3２１０１-koganei）
▷市コールセンター（ ０１２０−６６3−3０２）※土曜・日曜
・祝日を含む午前９時～午後５時
▷市内医療機関へ直接予約（予約方法は医療機関により異なります）

市予約システム
ウェブサイト

医療機関名等 所在地 接種可能
年齢

予約受付方法

電話番号市予約システム
または

コールセンター
医療機関

保健センター（集団
接種会場） 貫井北町５−１８−１８ １２歳以上 〇 − ０１２０−６６3−3０２

菊地脳神経外科・整
形外科 東町３−１２−１１ １２歳以上 〇 〇 ０４２２−3１−１２２０

田中整形外科 東町４−１６−２１ １２歳以上 − 〇 3８８−４９７６

さいとう医院 東町４−２１−１０ １２歳以上 − 〇 3８０−５５１０

東小金井さくらクリ
ニック 東町４−3７−２６ １６歳以上 − 〇 3８２−3８８８

うちやまクリニック 東町４−４3−１５−１Ｆ １２歳以上 〇 〇 3８２−１７１５

東小金井クリニック 梶野町２−１−２−１
Ｆ １２歳以上 〇 〇 ０４２２−５６−８６3０

久滋医院 梶野町４−５−７ １６歳以上 − 〇 3８3−２０７８

東小金井くろだ内科
医院 梶野町４−１１−１3 １２歳以上 〇 〇 ０４２２−５3−５６６６

もろほしクリニック 緑町１−６−５3 １２歳以上 〇 − −

かわべ内科クリニッ
ク 緑町２−２−１−１Ｆ １２歳以上 〇 − −

待山医院 緑町２−１７−１０ １６歳以上 − 〇 3８４−５４２１

山﨑内科医院 緑町５−１２−１７ １２歳以上 〇 − −

石川クリニック 中町２−１−3５−１Ｆ １６歳以上 − 〇 3８６−33８６

宮本内科医院 中町３−７−４ １６歳以上 − 〇 3８１−２２１９

小沢医院 中町４−１２−１ １６歳以上 − 〇 3８１−８４33

在宅２４クリニック小
金井

前原町３−１６−１４−
１０２ １２歳以上 〇 − −

前原診療所 前原町３−１７−１ １６歳以上 − 〇 3８１−１７０２

野村医院 前原町３−3５−１５ １２歳以上 − 〇 3８１−０９８７

和田クリニック 本町１−６−２−１１２ １６歳以上 〇 − −

小金井太陽病院 本町１−９−１７ １６歳以上 〇 − −

医療機関名等 所在地 接種可能
年齢

予約受付方法

電話番号市予約システム
または

コールセンター
医療機関

小金井ファミリーク
リニック 本町１−１3−１3 １２歳以上 − 〇 3８２−3６33

むさし小金井診療所 本町１−１５−９ １２歳以上 − 〇 3８２−９１１１

はぎクリニック 本町１−１８−３−２０3
Ｂ １６歳以上 − 〇 3８７−１６０3

浅沼整形外科 本町２−１０−２０ １２歳以上 〇 〇 3８１−２６０６

丸茂医院 本町２−１２−１ １２歳以上 − 〇 3８3−２２3２

小松外科胃腸科 本町２−２０−２０ １２歳以上 − 〇 3８１−33４６

清水医院 本町４−１９−１６ １６歳以上 − 〇 3８４−１２１２

久我治子クリニック 本町５−９−５ １２歳以上 〇 〇 3８４−3４６１

小金井メディカルク
リニック 本町５−１５−９−２Ｆ １２歳以上 − 〇 ４０１−２９3８

武蔵小金井クリニッ
ク 本町５−１９−33 １６歳以上 〇 − −

ひらた循環器クリ
ニック 本町５−４０−３ １６歳以上 − 〇 ４０１−６１５７

むさこのもりクリ
ニック小児科・内科 本町６―２―3０―２Ｆ １２歳以上 − 〇 3１６―3０８５

共立診療所 本町６−９−3８ １２歳以上 − 〇 3８3−５１１１

共立整形外科 本町６−９−3８ １２歳以上 − 〇 3８3−５１１５

小金井つるかめクリ
ニック 本町６−１４−２８−３Ｆ １２歳以上 〇 − −

桜町病院 桜町１−２−２０ １２歳以上 〇 − −

小金井橋さくらクリ
ニック 桜町１−１５−１１ １６歳以上 − 〇 3１６−６１７０

循環器内科クリニッ
ク　ひらおか 貫井北町１−２４−１５ １２歳以上 − 〇 3１６−１７3５

貫井北町くろだ内科 貫井北町３−２７−７ １２歳以上 〇 〇 3８６−７２８８

竹田内科クリニック 貫井南町５−２０−１3 １２歳以上 〇 〇 3８１−６６２７

※▷自院患者・入院患者・利用者等のみ対象の医療機関＝友利内科クリニック、介護老人保健施設小金井あんず苑、武蔵野中央病院、小金井リハビリテーション病院、小金井病院▷表中、電話番号は市外局番０４２を省略
しています▷８月２５日時点の情報です。最新情報は市ホームページをご覧ください

i新型コロナウイルス感染症対策小金井市コールセンター（ ０１２０−
６６3−3０２、聴覚に障がいがある方など＝f０４２−3１６−７６６７）※土曜・日
曜・祝日を含む午前９時～午後５時

９月２０日（水）開始　令和５年秋開始接種

市内医療機関

接種開始日
接種会場 接種開始日 使用するワクチン

保健センター（集団接種会場） ９月２０日（水） 調整中

市内医療機関 ９月２５日（月）以降、順次開始 ファイザー社製オミクロン株
（XBB.１．５）の１価ワクチン

市内接種会場の予約開始日
対象 予約開始日

６５歳以上の方、基礎疾患等を有する方 ９月１日（金）

１２～６４歳以下の方 ９月１５日（金）

※市内医療機関では予約開始日以降、準備が整った医療機関から順次予約受付を開始します。また、休診
日等により予約受付ができない日があります

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・9・15



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

や
す
ら
ぎ
支
援
（
認
知
症

高
齢
者
家
族
支
援
）

　

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
話
し

相
手
、
声
か
け
等
の
援
助
を
行

い
ま
す
。

t
軽
度
の
認
知
症
状
が
見
ら
れ

る
お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
方
、

物
忘
れ
が
あ
り
不
安
の
あ
る

方
、
そ
の
他
援
助
に
つ
い
て
の

ご
相
談
の
あ
る
方

i
桜
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

が
、
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

し
て
い
く
た
め
に
、
金
銭
管
理

や
成
年
後
見
制
度
利
用
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
の
高
齢
者
や
知

的
・
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方

な
ど
の
日
常
生
活
を
援
助
す
る

た
め
、
有
料
サ
ー
ビ
ス
で
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
や
金
銭

管
理
、
書
類
預
か
り
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

i
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
民
生
委
員
に
よ

る
地
域
の
見
守
り
）

　

安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
、
必
要

に
応
じ
て
、
民
生
委
員
が
近
隣

の
方
と
協
力
し
、
見
守
り
・
支

援
の
体
制
を
作
り
、
地
域
の
相

談
役
と
し
て
、
住
民
と
行
政
の

橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

t
７５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
、
日
中
ひ
と
り
の
方
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
、
６５
歳

以
上
の
寝
た
き
り
の
高
齢
者
が

い
る
世
帯
の
方

i
各
地
区
担
当
の
民
生
委
員
、

介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
費
用
の
助
成

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修

了
し
、
一
定
要
件
を
満
た
す
方

に
受
講
料
等
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
市
で
も
無
料
で
同
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限
t
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
▽
市
内
在
住

で
、
研
修
修
了
後
６
か
月
以
内

に
市
内
の
介
護
保
険
事
業
者
に

就
労
し
、
３
か
月
以
上
継
続
し

て
勤
務
し
て
い
る
方
＝
就
労
開

始
後
６
か
月
以
内
▽
市
内
の
介

護
保
険
事
業
者
に
３
か
月
以
上

継
続
し
て
勤
務
し
て
い
る
介
護

職
員
で
、
研
修
修
了
後
も
継
続

し
て
勤
務
す
る
方
（
市
外
在
住

の
方
も
可
）
＝
研
修
修
了
後
６

か
月
以
内

■
助
成
内
容
受
講
料
等
の
２
分

の
１
（
上
限
３
万
円
。
１００
円
未

満
切
り
捨
て
）

■
申
請
書
配
布
場
所
等
介
護
福

祉
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

e
▽
１
人
１
回
ま
で
▽
他
の
給

付
制
度
と
の
併
用
不
可

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

見
守
り
シ
ー
ル
事
業

　

高
齢
者
等
の
衣
服
や
持
ち
物

に
シ
ー
ル
を
貼は

り
付
け
る
こ
と

に
よ
り
、
行
方
不
明
に
な
っ
た

際
に
発
見
者
が
シ
ー
ル
に
書
か

れ
た
連
絡
先
に
電
話
す
る
こ
と

で
、
発
見
者
も
家
族
等
も
互
い

に
個
人
情
報
を
出
さ
ず
に
直
接

や
り
取
り
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。

n
年
間
利
用
料
＝
３
千
６００
円

（
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
）

i
介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係

徘は
い

徊か
い

高
齢
者

家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

認
知
症
に
よ
る
徘
徊
の
あ
る

高
齢
者
が
発
信
器
を
携
帯
し
、

居
場
所
が
不
明
で
あ
る
と
き

に
、
市
内
の
介
護
者
が
委
託
事

業
者
に
高
齢
者
の
位
置
を
問
い

合
わ
せ
、
保
護
を
図
り
ま
す
。

　

発
信
器
利
用
の
申
込
金
お
よ

び
リ
ー
ス
料
金
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

n
助
成
基
準
額
の
１０
％
（
市
民

税
非
課
税
世
帯
は
３
％
）

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
特
別
生
活
援
助

　

衣
類
の
入
れ
替
え
、大
掃
除
、

大
型
家
具
の
移
動
、
照
明
器
具

の
交
換
等
を
援
助
し
ま
す
。

　

年
度
内
２
回
利
用
で
き
、
１

回
２
時
間
を
限
度
に
作
業
員
２

人
を
派
遣
し
、
援
助
し
ま
す
。

t
市
内
在
住
で
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
▽
ひ
と
り
暮
ら

し
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
▽
市
民

税
非
課
税
世
帯
▽
日
常
生
活
援

助
が
必
要
な
虚
弱
な
方
ま
た
は

要
支
援
・
要
介
護
と
認
定
さ
れ

た
方

n
１
割
負
担

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

自
立
支
援
・

日
常
生
活
用
具
の
給
付

　

①
腰
掛
便
座
、
入
浴
補
助
用

具
、
手
す
り
、
ス
ロ
ー
プ
（
基

準
額
は
年
１０
万
円
ま
で
）
②
シ

ル
バ
ー
カ
ー
（
基
準
額
１
万
５

千
円
）、
一
本
つ
え
（
基
準
額

４
千
３００
円
）、電
磁
調
理
器
（
基

準
額
１
万
５
千
４００
円
）
を
給
付

し
ま
す
。

t
要
介
護
認
定
で
①
は
「
非
該

当
」、
②
は
「
要
支
援
ま
た
は

要
介
護
」
と
認
定
さ
れ
た
高
齢

者
で
、
用
具
の
給
付
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
虚
弱
な
方

n
助
成
基
準
額
の
１０
％
（
市
民

税
非
課
税
世
帯
は
３
％
）。
助

成
限
度
額
を
超
え
る
部
分
は
、

利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

特
別
短
期
生
活
介
護

（
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　

介
護
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
介
護
者
の
急
病
、
事
故
、

災
害
、
葬
儀
、
そ
の
他
の
緊
急

を
要
す
る
理
由
で
介
護
が
で
き

な
い
と
き
に
、
一
時
的
に
施
設

で
介
護
し
ま
す
。（
原
則
、
１

回
７
日
以
内
）

n
１
日
千
円
（
食
費
、
管
理
費

等
は
別
途
必
要
）

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

自
立
支
援
住
宅

改
修
の
助
成

①
住
宅
改
修
予
防
給
付
手
す
り

の
取
り
付
け
、
床
段
差
の
解

消
、
床
材
の
変
更
、
扉
の
取
り

替
え
、
便
器
の
取
り
替
え
等

②
住
宅
設
備
改
修
給
付
浴
槽
、

流
し
、
洗
面
台
の
取
り
替
え
、

便
器
の
洋
式
化
等

t
要
介
護
認
定
で
①
は
「
非
該

当
」、
②
は
「
非
該
当
、
要
支

援
ま
た
は
要
介
護
」
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
で
、
身
体
的
理
由

で
住
宅
改
修
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
虚
弱
な
方

n
助
成
限
度
額
の
１０
％
、
２０
％

ま
た
は
３０
％
（
市
民
税
非
課
税

世
帯
は
３
％
）
※
助
成
限
度
額

（
①
１
家
屋
２０
万
円
②
１
家
屋

３７
万
９
千
円
）
を
超
え
る
部
分

は
、
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

寝
具
乾
燥

　

寝
具
乾
燥（
敷
き
布
団
２
枚
、

掛
け
布
団
１
枚
、
毛
布
１
枚
）

を
、月
１
回
無
料
で
行
い
ま
す
。

t
ひ
と
り
暮
ら
し
、
ま
た
は
高

齢
者
世
帯
の
う
ち
、
心
身
の
障

が
い
、
傷
病
な
ど
の
理
由
で
寝

具
類
等
の
衛
生
管
理
が
困
難
な

方
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
方

e
年
２
回
丸
洗
い
も
行
い
ま
す

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

車
い
す
の
貸
し
出
し

t
市
内
在
住
で
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
（
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
▽
要
介

護
認
定
で
要
介
護
１
以
下
の
方

▽
他
の
制
度
で
車
い
す
の
利
用

が
で
き
な
い
方

■
貸
出
期
間
１
回
に
つ
き
１
か

月
以
内
、年
度
内
３
回
ま
で（
継

続
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
）

n
１
回
７００
円

i
社
会
福
祉
協
議
会

お
む
つ
サ
ー
ビ
ス

　

業
者
を
通
じ
て
、
紙
お
む
つ

や
尿
取
り
パ
ッ
ト
（
月
８
千
円

以
内
）を
無
料
で
配
付
し
ま
す
。

t
要
介
護
認
定
で
要
介
護
４
ま

た
は
５
と
認
定
さ
れ
た
失
禁
状

態
に
あ
る
在
宅
の
高
齢
者
（
市

民
税
非
課
税
世
帯
）
を
介
護
す

る
家
族
の
方

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

家
族
介
護
継
続
支
援

　

交
流
会
や
講
習
会
等
を
通
し

て
、介
護
に
よ
る
身
体
的
・
精
神

的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

t
認
知
症
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
の
方
等

i
本
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
緑
寿
園
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
、
小
金
井
ひ
が
し
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

家
族
介
護
教
室

　

適
切
な
介
護
知
識
・
技
術
を

習
得
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

t
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
等

i
桜
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
本
町
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
中
町
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
小
金
井
あ
ん
ず
苑

　市では、高齢者や家族の方のさまざまなご相談に応じるほか、
介護予防や地域の見守り事業を行っています。各事業は、原則と
して６５歳以上の方を対象としています。
　詳しくは、介護福祉課（市役所第二庁舎２階）ほかで配布して
いる「高齢者福祉のしおり」、「あなたの笑顔を支える介護保険」
をご確認ください。各問合先の電話番号は、７面をご覧ください。

高齢者の高齢者の
　各種制度　各種制度
高齢者の高齢者の
　各種制度　各種制度

相
談
・
生
活
支
援

相
談
・
生
活
支
援

介
護
す
る

介
護
す
る

　
家
族
の
た
め
に

　
家
族
の
た
め
に

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・9・1 6



d日時　b場所　u内容　k講師　t対象　s定員　n費用　y持ち物　m申し込み　i問い合わせ　eその他　hホームページ　aＥメール凡 例凡 例

　認知症の理解を深め、正しい知識を学
び、本人と介護家族への支援と認知症にな
っても安心して暮らせるまちについて一緒
に考えていきましょう。
　認知症は、高齢者以外でもかかる可能性
がある脳の病気です。早期発見・早期治療
を行うことで、改善可能なものや進行を遅
らせることができる場合があります。
　認知症に関する事業は、
市ホームページをご覧くだ
さい。
i介護福祉課包括支援係

９月は、世界アルツハイマー月間です９月は、世界アルツハイマー月間です

9月２１日は
世界アルツハイマーデー

準
友
愛
活
動
員
の
電
話
訪
問

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
等
の
話

し
相
手
や
日
常
生
活
の
相
談
等

を
無
料
で
行
い
ま
す
。

t
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢

者
世
帯
（
日
中
の
み
ひ
と
り
の

方
も
可
）

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
と
声
訪
問

（
牛
乳
等
の
配
達
）

　

牛
乳
ま
た
は
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳

を
無
料
で
配
達
し
、
見
守
り
を

行
い
ま
す
。

t
日
常
的
に
見
守
り
が
必
要
な

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
ひ
と
り

暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
世
帯

で
、
近
隣
に
親
族
が
い
な
い
方

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

救
急
代
理
通
報
シ
ス
テ
ム

　

救
急
代
理
通
報
事
業
者
に
通

報
で
き
る
無
線
発
報
器
（
ペ
ン

ダ
ン
ト
式
）
等
を
貸
与
し
、
緊

急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
救
護

者
に
よ
る
救
助
等
を
得
る
こ
と

い
な
い
こ
と
）
で
、
当
該
家
屋

に
引
き
続
き
居
住
す
る
、
過
去

に
同
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い

方i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

限
あ
り
）
を
給
付
し
、
ご
自
宅

に
取
り
付
け
ま
す
。

t
市
内
在
住
で
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者
世

帯
（
近
隣
に
親
族
が
居
住
し
て

・
洗
髪
料
等
が
２
千
円
割
引
に

な
り
ま
す
。

t
ひ
と
り
暮
ら
し
で
近
隣
に
親

族
が
い
な
い
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
高
齢
者

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

入
浴
券
の
配
付

（
公
衆
浴
場
）

　

公
衆
浴
場
の
無
料
入
浴
券

（
都
内
共
通
）
を
月
７
枚
配
付

し
ま
す
。

t
ひ
と
り
暮
ら
し
で
近
隣
に
親

族
が
い
な
い
高
齢
者
で
、
自
宅

に
ふ
ろ
が
な
く
、
あ
っ
て
も
壊

れ
て
い
る
か
、
身
体
的
状
況
に

よ
り
使
え
な
い
方

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

配
食
サ
ー
ビ
ス

　

週
３
回
を
基
本
と
し
て
夕
食

を
配
達
し
ま
す
。

t
要
介
護
認
定
で
「
要
支
援
ま

た
は
要
介
護
」
と
認
定
さ
れ
た

ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

世
帯
等
の
方
で
、
精
神
的
、
身

体
的
理
由
等
に
よ
り
食
事
の
用

意
が
で
き
な
い
方
※
原
則
と
し

て
、
近
隣
に
親
族
が
い
る
場
合

は
利
用
で
き
ま
せ
ん

n
１
食
６００
円
（
市
民
税
非
課
税

世
帯
は
３００
円
）

e
退
院
し
た
ば
か
り
の
方
を
対

象
に
緊
急
配
食
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

家
具
転
倒
防
止
器
具
の

取
り
付
け

　

家
具
転
倒
防
止
器
具
等
（
上

が
で
き
ま
す
。

t
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢

者
世
帯
（
日
中
の
み
ひ
と
り
の

方
も
可
）
で
、
救
急
車
を
呼
ぶ

よ
う
な
慢
性
疾
患
等
の
た
め
常

時
注
意
を
要
す
る
方

i
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
の
話
し
相
手
に

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
の
話
し
相
手
に
な
り
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
方
、
会
員

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望

す
る
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

i
小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
福
祉
電
話
の
貸
与

　

定
期
的
に
安
否
確
認
の
必
要

が
あ
り
、
近
隣
に
親
族
が
い
な

い
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢

者
世
帯
で
、
電
話
の
な
い
方
に

電
話
を
貸
与
し
ま
す
。

t
市
民
税
非
課
税
世
帯

n
設
置
費
、
毎
月
の
基
本
料
金

と
通
話
料
７００
円
ま
で
は
市
が
負

担
し
ま
す
。
市
の
負
担
を
超
え

る
分
が
利
用
者
負
担
と
な
り
ま

すi
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
と
ぶ
き
理
容
券

（
割
引
券
）
の
配
付

　

市
内
の
こ
と
ぶ
き
理
容
協
力

の
店
を
利
用
す
る
と
き
、
理
髪

小
金
井
さ
く
ら
体
操

自
主
グ
ル
ー
プ

　

市
の
ご
当
地
介
護
予
防
体
操

で
あ
る
「
小
金
井
さ
く
ら
体

操
」
と
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
筋

力
強
化
の
た
め
の
「
せ
ら
ば
ん

体
操
」
を
実
施
し
ま
す
。

t
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方

※
会
場
に
よ
り
、
条
件
が
異
な

り
ま
す

i
介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
事
業

（
活
き
生
き
ボ
ラ
ポ
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
自
身
の

健
康
増
進
と
介
護
予
防
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

介
護
保
険
施
設
な
ど
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
実
績
に
応
じ
て

ス
タ
ン
プ
が
取
得
で
き
ま
す
。

取
得
し
た
ス
タ
ン
プ
は
、
年
間

最
大
８
千
円
分
の
小
金
井
さ
く

ら
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
で
き
ま

す
。

t
市
内
在
住
の
要
介
護
認
定
等

を
受
け
て
い
な
い
６５
歳
以
上
の

方■
参
加
方
法
商
工
会
窓
口
で
登

録
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

i
登
録
申
請
に
つ
い
て
＝
商
工

会
、
事
業
に
つ
い
て
＝
介
護
福

祉
課
包
括
支
援
係

市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

認
定
サ
ブ
ス
タ
ッ
フ

養
成
講
座

　

介
護
予
防
や
地
域
に
つ
い
て

学
び
な
が
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
職
員
の
補
助
と
し
て
活
動
す

る
元
気
な
高
齢
者
の
方
を
養
成

し
ま
す
。（
左
図
参
照
）

　

講
座
終
了
後
は
、
サ
ブ
ス
タ

ッ
フ
養
成
講
座
の
実
習
を
行
っ

た
介
護
事
業
所
で
、
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま

す
。

t
市
内
在
住
の
要
介
護
認
定
等

を
受
け
て
い
な
い
６５
歳
以
上
の

方■
開
催
時
期
市
報
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

i
介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係

介
護
予
防
の
た
め
に

介
護
予
防
の
た
め
に

地
域
の
見
守
り

地
域
の
見
守
り

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
と
高
齢
者
世
帯

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
と
高
齢
者
世
帯

問
合
先

講座や実習において
知識、技術の提供

スタッフの補助として関わる

「生活目標」の
達成をサポート

「生活目標」の
達成をめざす

地域へ参加

通所介護
サービス事業所

利用者
（要支援者）

サブスタッフ
（地域住民）

地域における通いの場や
住民主体の活動運営

小金井市デイサービス
認定サブスタッフ

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・9・17

無線発報器（ペンダント式）

小金井きた地域包括支援センター� （☎０４２−３８８−２４４０）
小金井みなみ地域包括支援センター� （☎０４２−３８８−８４００）
小金井ひがし地域包括支援センター� （☎０４２−３８６−６５１４）
小金井にし地域包括支援センター� （☎０４２−３８６−７３７３）
権利擁護センター� （☎０４２−３８６−０１２１）
小金井ボランティア・市民活動センター�（☎０４２−３８７−００１１）
桜町高齢者在宅サービスセンター� （☎０４２−３８１−０００６）
本町高齢者在宅サービスセンター� （☎０４２−３８８−８０１１）
中町高齢者在宅サービスセンター� （☎０４２−３８６−６５１３）
社会福祉協議会� （☎０４２−３８６−０２９４）
緑寿園ケアセンター� （☎０４２−４６２−１２０６）
小金井あんず苑� （☎０４２−３８８−７５１１）
商工会� （☎０４２−３８１−８７６５）

関連施設

小金井市
介護福祉課高齢福祉係� （☎０４２−３８７−９８４３）
介護福祉課包括支援係� （☎０４２−３８７−９８４５）
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高
齢
者
い
き
い
き
活
動
講
座

【
笑
い
と
健
康

−

Ａ
Ｋ
Ｂ
体
操
】

d
１０
月
４
日
～
２５
日
の
毎
週
水
曜

日
午
後
２
時
～
４
時
（
全
４
回
）

b
社
会
福
祉
協
議
会
u
（
Ａ
）
足

を
鍛
え
て（
Ｋ
）こ
け
な
い（
Ｂ
）

ボ
ケ
な
い
体
操
k
中
村
真
奈
子
さ

ん
（
健
康
運
動
指
導
士
）
t
市
内

在
住
の
お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

s
１８
人
（
多
数
抽
選
）

【�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
と

巡
る
小
金
井
散
策
】

d
①
１０
月
５
日
（
木
）
午
前
１０
時

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
北
側

正
面
入
口
集
合
～
正
午
都
立
小
金

井
公
園
解
散
②
１２
日
（
木
）
午
前

１０
時
小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

北
側
正
面
入
口
集
合
～
正
午
同
所

解
散
（
全
２
回
）
u
①
玉
川
上
水

と
江
戸
の
歴
史
を
探
る
②
野
川
と

湧
水
巡
り
k
ま
ち
な
か
観
光
案
内

人
（
ま
ち
お
こ
し
協
会
）
t
市
内

在
住
の
お
お
む
ね
６０
歳
以
上
で
、

２
時
間
歩
け
る
方
s
２０
人
（
多
数

抽
選
）
n
２００
円

【
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
入
門
講
座
】

d
１０
月
６
日
～
１２
月
１
日
の
金
曜

日
午
前
１０
時
～
正
午
（
全
８
回
）

b
健
康
麻
将
全
国
会
小
金
井
支
部

（
本
町
５

−

１６

−

１４

−

２０１
）
t
市

内
在
住
の
お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の

方
s
２４
人
（
多
数
抽
選
）
n
２
千

円
（
教
材
費
）

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

m
９
月
１１
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
社
会
福
祉

協
議
会
「
健
康
体
操
係
」、「
小
金

井
散
策
係
」
ま
た
は
「
マ
ー
ジ
ャ

ン
入
門
係
」（
〒
１８４

−

０
０
０
４

本
町
５

−

３６

−

１７
☎
０４２

−

３８７

−

０

０
１
１
）
へ

も
の
忘
れ
予
防
検
診

　

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
市
内

在
住
で
、
今
年
度
７５
～
７９
歳
に
な

る
方
に
、
受
診
券
等
を
送
付
し
ま

す
の
で
、同
封
の
問
診
票（
黄
色
）

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。
点
数
が
２０
点
以
上

で
、
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

受
診
券
の
裏
面
に
記
載
の
検
診
実

施
医
療
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
受
診
費
用
は
無
料
で
す
。

■
受
診
期
間
９
月
１
日
～
令
和
６

年
３
月
２９
日
i
介
護
福
祉
課
包
括

支
援
係（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
５
）

認
知
症
カ
フ
ェ

【
桜
町
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
】

自
立
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

　

生
活
保
護
は
、
そ
の
世
帯
の
収

入
が
国
で
定
め
る
最
低
生
活
費
を

下
回
る
場
合
に
、
そ
の
不
足
分
を

保
証
す
る
制
度
で
す
。

　

働
い
て
得
た
給
料
、
年
金
、
各

種
手
当
、
仕
送
り
な
ど
を
合
計
し

て
も
な
お
、
最
低
生
活
費
に
満
た

な
い
場
合
、
そ
の
不
足
分
が
保
護

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
で
思
い
悩
む
よ
り
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

i
地
域
福
祉
課
生
活
福
祉
係
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
４
０
）

予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ

子子
どど
もも

子子
育育
てて

子
ど
も
家
庭
支
援

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

【
エ
ン
ジ
ェ
ル
教
室
】

　

リ
ズ
ム
遊
び
、
離
乳
食
の
話
、

同
じ
地
域
の
方
と
の
交
流
等
を
通

じ
て
育
児
を
学
び
ま
す
。

d
①
１０
月
１２
日
・
２６
日
②
１１
月
９

日
・
３０
日
③
１２
月
１４
日
・
２１
日
い

ず
れ
も
木
曜
日
午
前
１０
時
～
１１
時

３０
分
※
２
日
間
コ
ー
ス
t
お
お
む

ね
５
か
月
児
と
保
護
者
m
①
9
月

１
日
②
１０
月
３
日
③
１１
月
1
日
か

ら
、電
話
ま
た
は
直
接
、問
合
先
へ

【
１
歳
児
の
お
母
さ
ん
の
グ
ル
ー

　
プ
ワ
ー
ク
】

　

「
い
や
だ
い
や
だ
の
お
と
し
ご

ろ
」
を
テ
ー
マ
に
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
形
式
で
子
ど
も
へ
の
か
か
わ
り

を
考
え
ま
す
。

d
１０
月
～
令
和
６
年
２
月
の
第
２

金
曜
日
午
前
１０
時
～
１１
時
１５
分

（
全
５
回
）
t
令
和
３
年
１１
月
～

４
年
7
月
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
保

護
者
s
６
組
（
多
数
抽
選
）
e
保

育
有
り
m
９
月
１６
日
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
直
接
、
問
合
先
へ

【
２
歳
児
の
お
母
さ
ん
の
グ
ル
ー

　
プ
ワ
ー
ク
】

　

「
魔
の
２
歳
児
と
呼
ば
れ
る
時

期
を
ど
う
過
ご
す
？
」
を
テ
ー
マ

に
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
形
式
で
子
ど

も
と
の
向
き
合
い
方
を
考
え
ま

す
。

d
１０
月
～
令
和
６
年
２
月
の
第
３

金
曜
日
午
前
１０
時
～
１１
時
１５
分

（
全
５
回
）
t
令
和
２
年
１１
月
～

３
年
１０
月
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
保

護
者
s
６
組
（
多
数
抽
選
）
e
保

育
有
り
m
９
月
１６
日
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
直
接
、
問
合
先
へ

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

b
保
健
セ
ン
タ
ー
i
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３２１

−

３

１
４
１
＝
月
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）

d
１０
月
２１
日
（
土
）
午
後
２
時
３０

分
～
４
時
b
桜
町
高
齢
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
桜
町
１

−

９

−

５
）
s
２５
人
（
申
込
順
）
n
２００

円
m
１０
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
小

金
井
き
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
０４２

−

３８８

−

２
４
４
０
）
へ

【
ひ
だ
ま
り
カ
フ
ェ
】

d
９
月
３０
日
（
土
）、
１０
月
２８
日

（
土
）
午
前
１０
時
３０
分
～
正
午
b

喫
茶
ウ
エ
ス
ト
（
東
町
４

−

２１

−

１２
）
n
無
料
（
飲
み
物
代
実
費
）

m
当
日
直
接
会
場
へ
i
小
金
井
ひ

が
し
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０４２

−

３８６

−

６
５
１
４
）

【
に
し
の
だ
い
カ
フ
ェ
】

d
９
月
２６
日
（
火
）
午
後
２
時
～

３
時
３０
分
b
前
原
町
西
之
台
会
館

s
２０
人
（
申
込
順
）
n
１００
円
m
９

月
１
日
か
ら
、
電
話
で
小
金
井
み

な
み
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０４２

−
３８８

−

８
４
０
０
）
へ

【
な
ご
み
カ
フ
ェ
】

d
９
月
２７
日
（
水
）
午
後
２
時
～

３
時
３０
分
b
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
つ
き
み
の
園
内
喫
茶
な
ご
み

（
中
町
２

−

１５

−

２５
）
s
８
人（
申

込
順
）
m
９
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
小
金
井
ひ
が
し
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８６

−

６
５
１

４
）
へ

【
貫
井
住
宅
カ
フ
ェ
】

d
１０
月
２４
日
（
火
）
午
後
２
時
～

３
時
b
貫
井
住
宅
内
集
会
所
（
貫

井
南
町
５

−

３

−

５
）
s
２０
人（
申

込
順
）
n
１００
円
m
９
月
１
日
か

ら
、
電
話
で
小
金
井
み
な
み
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８８

−

８
４
０
０
）
へ

認
知
症
家
族
の
集
い

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
で
悩
み
や
不
安
を
語
り

合
い
、
専
門
の
先
生
の
講
座
を
交

え
な
が
ら
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

d
１０
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
～

３
時
b
上
之
原
会
館
k
五
島
シ
ズ

さ
ん
（
認
知
症
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）
t
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
方
s
１０
人
（
申
込

順
）
m
９
月
１０
日
か
ら
、
電
話
で

緑
寿
園
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

４６２

−

１
２
０
６
）
へ

認
知
症
高
齢
者
を
支
え
る
介

護
者
の
集
い
講
習
会

d
１０
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
３０

分
～
３
時
b
聖
ヨ
ハ
ネ
会
本
館
戸

塚
ホ
ー
ル
（
桜
町
１

−

３

−

２２
）

u
パ
ッ
ト
・
オ
ム
ツ
の
上
手
な
当

て
方
、
選
び
方
t
認
知
症
高
齢
者

の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
認
知

症
ケ
ア
に
関
心
の
あ
る
方
s
１５
人

（
申
込
順
）
m
９
月
１
日
か
ら
、

電
話
で
本
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８８

−

８
０

１
１
）
へ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
日
常
生
活
の
中
で
見
守
り
や

適
切
な
対
応
が
で
き
る
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
講
座
で
す
。

　

参
加
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
等
を
差
し
上
げ
ま
す
。

d
①
９
月
１５
日
（
金
）
午
後
２
時

～
３
時
３０
分
②
１６
日
（
土
）
午
後

１
時
３０
分
～
３
時
３０
分
b
①
市
役

所
第
二
庁
舎
８
階
８０１
会
議
室
②
聖

ヨ
ハ
ネ
会
本
館
戸
塚
ホ
ー
ル
（
桜

町
１

−

３

−

２２
）
t
初
め
て
本
講

座
を
受
講
す
る
方
s
①
１５
人
②
４０

人
（
い
ず
れ
も
申
込
順
）
n
②
１００

円
m
９
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
①

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８６

−

６
５
１

４
）
②
桜
町
病
院
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８３

−

４
１

１
４
）
ま
た
は
小
金
井
き
た
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８８

−

２
４
４
０
）
へ

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手

帳
を
お
持
ち
の
方
へ
自
動
車

の
ガ
ソ
リ
ン
代
を
助
成

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

を
お
持
ち
の
方
が
生
活
の
た
め
に

使
用
す
る
、
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン

代
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
助
成
の
決
定
を
受
け
た

方
は
、
請
求
書
（
８
月
末
こ
ろ
に

発
送
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

t
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
て
い
る
方
で
、
障
が

い
の
あ
る
方
（
※
）
が
自
ら
運
転

す
る
か
、
生
計
を
同
じ
く
す
る
方

が
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
運

転
す
る
場
合
※
個
別
等
級
で
体
幹

ま
た
は
下
肢
障
が
い
１
～
３
級
、

視
覚
障
が
い
１
・
２
級
、
内
部
障

が
い
１
級
の
方
、
愛
の
手
帳
１
・

２
度
の
方
■
助
成
額
▽
ガ
ソ
リ
ン

＝
１
㍑
に
つ
き
７５
円
、
１
か
月
４０

㍑
ま
で
▽
軽
油
＝
１
㍑
に
つ
き
４０

円
、
１
か
月
７５
㍑
ま
で
m
９
月
８

日
ま
で
に
窓
口
へ
。
郵
送
の
場
合

は
１０
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

請
求
書
に
令
和
５
年
３
月
～
８
月

分
の
ガ
ソ
リ
ン
等
の
使
用
量
が
記

入
さ
れ
て
い
る
領
収
書
を
添
え

て
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
自
立
生

活
支
援
課
相
談
支
援
係
（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住
所
不
要
・
市
役
所
第

二
庁
舎
２
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４

１
f
０４２

−

３８４

−

２
５
２
４
）
へ

生
活
に
お
困
り
の
と
き
は

生
活
保
護
制
度

　

病
気
や
け
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
障

が
い
等
の
た
め
に
生
活
に
困
っ
て

い
る
人
に
、
生
活
保
護
法
に
基
づ

き
最
低
生
活
の
保
障
と
、
自
分
の

力
ま
た
は
他
の
方
法
で
再
び
生
活

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、

白寿・
100歳の方に

長寿をお祝いする
品を贈呈

　高齢者の方の長寿をお祝い
し、令和５年９月１日現在、
白寿（９９歳）、１００歳の方に、
記念品を９月中にお送りしま
す。
i介護福祉課
高 齢 福 祉 係

（☎０４２−３８７
−９８４３）

　市民活動について語り合いましょ
う。
d９月３０日（土）午前１０時～正午
b社会福祉協議会
t市内で活動するボランティア、市
民団体等
s２０人（申込順）
m９月１日から、電話またはＥメー
ルで氏名・電話番号・団体名を小金
井ボランティア・市民活動センター
（☎０４２−３８７−００１１avc-koganei 
@circus.ocn.ne.jp）へ

小金井市にこんなの小金井市にこんなの
あったらいいなあったらいいな

こがねい団体交流会

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・9・1 8



掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。費用の掲載のないものは、原則無料です。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

施
設
等
利
用
費
の

請
求
を
受
け
付
け
ま
す

　

無
償
化
の
対
象
と
な
る
施
設
の

利
用
料
（
４
月
〜
９
月
）
に
つ
い

て
、
施
設
等
利
用
費
の
請
求
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

請
求
書
が
利
用
し
て
い
る
施
設

か
ら
配
布
さ
れ
な
い
場
合
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
案
内
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

m
９
月
１５
日
〜
１０
月
１３
日
（
必

着
）
に
、
郵
送
で
保
育
課
保
育
係

（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住
所
不
要
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
４
６
）
へ

子
育
て
の
手
伝
い
を
し
た
い
方
へ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
協
力
会
員
講
習
会

d
９
月
２６
日
（
火
）、２９
日
（
金
）、

１０
月
４
日
（
水
）、
１０
日
（
火
）、

１６
日（
月
）い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時
３０
分
※
こ
の
ほ
か
の
日

程
で
保
育
実
習
・
普
通
救
命
講
習

が
あ
り
ま
す
。
出
席
で
き
る
回
か

ら
の
参
加
も
可
能
で
す
b
保
健
セ

ン
タ
ー
t
援
助
活
動
に
関
心
の
あ

る
２０
歳
以
上
の
方
n
千
５００
円（
資

料
代
）
m
電
話
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３２０

−

１
７
０
１
＝
日
曜
・
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

　

９
月
期
分
＝
７
〜
８
月
分

■
振
込
日
９
月
８
日
（
金
）

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
▽
振
込
日
以
降
、

７
日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な

い
場
合
▽
氏
名
、
住
所
、
口
座
を

変
更
し
た
場
合
▽
施
設
に
入
所
し

た
場
合
i
子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
９
）

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

☎
０４２

−

３２１

−

３
１
４
６
＝
月
曜
〜
土

曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

☎
１い

ち

８は
や

９く

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す

※
☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
、
☎
０
１
２
０

−

１８９

−

７８３
へ

　対象施設の利用料（４月～９月）に
ついて、補助金の請求を受け付けま
す。詳細は、市ホームページをご覧く
ださい。
■申請書配布場所等対象施設、保育課
（市役所第二庁舎３階）、市ホームペ
ージ
m９月１５日～１０月１３日（必着）に、申
請書に必要事項を明記し、郵送または
直接、保育課保育係（〒１８４−８５０４住
所不要☎０４２−３８７−９８４６）へ

小学校就学前の児童を対象
とした多様な集団活動事業の
利用支援事業補助金の請求を

受け付け

催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座
●電話相談からみえる肝炎患者の状
況　d９月１０日（日）午後１時３０分
～４時b市民会館・萌え木ホール（商
工会館３階）u肝炎患者の現状、患
者会の活動k米澤敦子さん（東京肝
臓友の会事務局長）t市内在住・在
勤・在学の方s３０人（当日先着順）
i小金井地区肝友会・井川（☎０４２
−３８３−２０６０）
●ラミィキューブ体験会　d９月１６
日（土）午後１時３０分～７時（入退
場自由）b小金井　宮地楽器ホール
uボードゲームの体験会t小学校３
年生以上n無料m電話、Eメールま
たはSMSでラミィキューブの会・
井口（☎０９０−７６３２−３２６０atableg
ames@buckeye.co.jp）へ
●オペラ集団I CANTORI第１７回本
公演　d９月２３日（祝）午後７時３０
分開演b小金井　宮地楽器ホール小
ホールuカヴァレリア・ルスティカ
ーナ（イタリア語歌唱、日本語字幕
付き上演）n３,０００円（全自由席）
m電話またはＥメールで同団体・髙
橋（☎０８０−５９７３−２０７７ai.cantori.
ticket@gmail.com）へ
●肝臓病教室−脂肪肝の食事と運動
d９月２６日（火）午後２時３０分～４時
b武蔵野赤十字病院（武蔵野市境南
町１−２６−１）k森裕司さん（管理
栄養士）ほかs３０人n無料eオンラ
イン参加可m９月２５日までに、ＨＰ
を参照のうえ、同病院肝疾患相談セ
ンター（☎０４２２−３２−３１３５hhttps: 
//kan-kyoten-musashino.jp/）へ
●中央線芸術祭２０２３ボランティアス
タッフ募集　u運営・開催を支える
スタッフ募集。街・人・アートが好
きな方歓迎。活動地域は中野～国立
周辺t１８歳以上の方mホームページ

を参照のうえ、同実行委員会・ワー
クスエム（☎０４２−３１６−６１０３hhtt
ps://claft.jp/clafters）へ
●古稀式−さらなる豊かな人生の門
出を祝う会　d９月３０日（土）午後
１時３０分～５時b武蔵野大学（西東
京市）u基調講演、ワークショップ
tおおむね７０歳以上の方n無料mＨ
Ｐを参照のうえ、同大学しあわせ研
究所（☎０３−５５３０−７７３０hhttps://
www.musashino-u.ac.jp/qrco
de/kokishiki２０２３.html）へ
●小金井音楽談話室−ヴィルタス・
クヮルテット−弦楽四重奏の愉しみ 
d１０月４日（水）午後７時１５分開演
b小金井　宮地楽器ホール小ホール
n一般２,８００円、６５歳以上２,５００円、
学生２,０００円m電話で同談話室・足
立（☎０４２−３８８−８０９９）へ

ス ポ ー ツス ポ ー ツス ポ ー ツス ポ ー ツ
●秋季弓道教室　d９月３０日～１０月
１５日の土曜・日曜日午後１時～３時
b小金井神社弓道場（中町）t市内
在住で中学生以上の初心者の方s２０
人（多数抽選）n３,０００円m９月１日
～１５日（必着）に、往復はがきに住
所・氏名・性別・年齢・電話番号を、
市弓道連盟・松浦（〒１８４−００１１東
町４−２９−７☎０４２−３８７−７３５９）へ
●ボッチャ&ちょいトレ　d１０月６
日からの毎週金曜日午前９時３０分～
１０時４５分b総合体育館s若干名（多
数抽選）n２,２００円（月額）m９月１８日

（必着）までに、郵送またはＥメール
で住所・氏名・年齢・電話番号を黄
金井倶楽部Ｂ係（〒１８４−０００５桜町
２−２−３１☎０４２−４０６−２２８０akc_
mshk@jcom.zaq.ne.jp）へ
●紅葉祭チーム戦卓球大会　d１０月
１２日（木）午前９時～午後９時b総合
体育館u１チーム４～５人の団体戦

t女性の方s６０チーム（申込順）n
１チーム４,０００円eゼッケン着用m
９月１日～２０日に、電話またはファ
クスでチーム名・参加者氏名を市卓
球連盟・小島（☎f＝０４２２−８８−
７２１３）へ
●グラウンドゴルフ秋の大会　d１０
月２６日（木）午前９時～午後１時
（雨天＝３１日）b上水公園運動施設
グラウンドu４ラウンド、３２ホール
のトータルスコアで順位を決定t市
内在住・在勤・在学の方s５０人（申
込順）n２００円m９月２０日～１０月１５
日に、電話で市グラウンドゴルフ連
盟・遠藤（☎０４２−３８３−０９６１）へ
●剣道選手権大会　d１１月１２日（日）
午前９時～午後５時b東中学校体育

館u個人戦・団体戦t市内在住・在
勤・在学の高校生以上の方n５００円
m９月１５日（必着）までに、所定申
込用紙に必要事項を明記し、郵送で
市剣道連盟・佐藤（〒１８４−０００４本
町２−１４−１３−２０４）へi大久保（☎
０７０−５４６７−２３８１）
●小金井元旦ロードレース大会　d
令和６年１月１日（祝）午前８時３０
分からb都立小金井公園t小学校４
年生以上s６００人（申込順）n３㎞
＝１,５００円、５㎞＝３,２００円、１０㎞＝
３,５００円m９月１日～１０月３１日に、
市 陸 上 競 技 協 会 Ｈ Ｐ（https://
koganeishi-rikujo.www２.jp/）か
らi同協会・高岡（☎０８０−５０５３−
４６８７）

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に市および教育委員会は携わ
っていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わせください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

■９月３日（日）〜９日（土）は救急医
療週間です　急な病気やケガで救急
車を呼んだほうがよいか迷ったとき
は、東京消防庁救急相談センター（☎
♯７１１９）をご利用ください。つなが
らない場合は多摩地域（☎０４２−５２１
−２３２３）へ。また、応急手当の知識
と技術を身につけましょうi小金井
消防署（☎０４２−３８４−０１１９）
■東京都革靴製造業最低工賃改正　
都内で革靴製造業務に従事する家内
労働者に適用される最低工賃が改定
されましたi東京労働局賃金課家内
労働係（☎０３−３５１２−１６１４hhttps: 
//jsite.mhlw.go.jp/tokyo-roudo 
ukyoku/hourei_seido_tetsuzuki 
/_１１０７４４/conttop_０００２.html）
■小金井消防フェスタ−めざせぼう
さいマスター開催　関東大震災から
今年で１００年。この機会にイベント
に参加し防災意識を高めましょうd
９月９日（土）午前９時～正午b小
金井消防署uＡＥＤ・胸骨圧迫の体

験、ミニ消火衣で消防車両と写真撮
影、バッテリーカー体験などi小金
井消防署（☎０４２−３８４−０１１９）
■自殺防止！東京キャンペーン　９
月は自殺防止強化月間です　東京都
自殺相談ダイヤル（☎０５７０−０８７−
４７８＝９月１０日～１４日、２４時間）、自死
遺族のための電話相談（☎０３−３２６１
−４３５０＝９月１１日～１３日午前１０時～
午後８時）
■骨髄ドナー登録を受け付けます　
d①１０月１８日（水）午前②２６日（木）午
前b多摩府中保健所u骨髄ドナー登
録、採血などm①１０月１１日②１９日ま
でに、電話でi同地域保健担当（☎
０４２−３６２−２３３４）
■ハイクオリティな水質管理で安全
でおいしい水をお届けしています　
水源から蛇口まできめ細かに品質チ
ェック。国の基準を大きく上回る水
質検査を実施。都水道局ＨＰで水質
検査等の取り組みを紹介しています
hhttps://www.waterworks.met
ro.tokyo.lg.jp/suigen/high_quali
ty.htmli同局（☎０４２−５２７−６７８２）

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・9・19



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

広告掲載等のお問い合わせは、フレックス株式会社（広告代理店）a t.nakano@flex-ad.co.jpへ
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市
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ス

ポ
ー
ツ
事
業
の
受
託
運
営
、
加
盟

団
体
と
の
競
技
大
会
の
共
催
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
、
成
績
優

秀
者
の
表
彰
等
を
通
じ
て
、
市
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
て
お
り

ま
す
。

i
体
育
協
会
（
☎
０４２

−

３８４

−

４
０

０
１
hh

ttp
s://ko

gan
ei-sp

o
r 

ts.or.jp/

）

【
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
黄
金
井
倶
楽
部
】

　

ヨ
ガ
、フ
ラ
、卓
球
、太
極
拳
、

ボ
ッ
チ
ャ
＆
ち
ょ
い
ト
レ
、
や
さ

し
い
体
幹
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手
な
方
で
も
無
理

な
く
楽
し
く
身
体
を
動
か
せ
る
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

i
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
黄
金
井
倶
楽
部

（
☎
０４２

−

４０６

−

２
２
８
０
hh

tt

p
s://ko

gan
ei-clu

b
.co

m
/

）

学
び
・
く
ら
し

市
民
が
つ
く
る
自
主
講
座

【�

気
持
ち
が
軽
く
な
る
子
育
て
の

ス
ス
メ
】

d
９
月
２８
日
、
１０
月
５
日
、
１２
日

い
ず
れ
も
木
曜
日
午
前
１０
時
～
正

午
b
公
民
館
緑
分
館
u
体
験
談
を

交
え
た
話
と
交
流
k
竹
内
恵
津
子

さ
ん
（
Ｐ

−
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
＆
ヨ
ガ
主

宰
）
ほ
か
t
市
内
在
住
・
在
勤
の

子
育
て
中
の
方
s
各
日
１５
人
（
申

込
順
）
e
▽
保
育
有
り
（
２
歳
以

上
。
要
事
前
申
込
）
▽
０
～
１
歳

児
は
同
室
参
加
可
m
９
月
１
日
か

ら
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
申
込
フ
ォ

ー
ム
で
氏
名
・

電
話
番
号
・
保

育
の
有
無
・
同

室
参
加
の
有
無

を
明
記
し
、
こ
こ
ね
っ
と
事
務
局

（
ako

gan
ei.k.k.n

etw
k@

gm

ail.co
m

）へ
i
公
民
館
緑
分
館

（
☎
０４２

−

３８７

−

７
３
０
１
）

【�

手
話
で
踊
ろ
う

−

Ｕ
Ｄ
ダ
ン
ス

体
験
会
】

d
①
１０
月
１
日
②
１１
月
５
日
③
１２

月
３
日
い
ず
れ
も
日
曜
日
午
後
１

時
～
３
時
b
公
民
館
緑
分
館
k
北

村
仁
さ
ん
（
プ
ロ
手
話
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
）
t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
s
各
日
3５
人
（
多
数
抽

選
）
e
保
育
有
り
（
２
歳
以
上
。

要
事
前
申
込
）
開
催
日
の
前
日
ま

で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
１
人
１
通
）

で
氏
名
・
電
話
番
号
・
保
育
の
有

無
を
明
記
し
、
ル
チ
ア
・
阿
萬

（
alu

c
ia

.lin
k2

3
@

g
m

a
il.

co
m

）
へ
i
ル
チ
ア
ま
た
は
公
民

館
緑
分
館
（
☎
０４２

−

３８７

−

７
３
０

１
）

【�

フ
ラ
、
エ
ア
ロ
ビ
、
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
で
育
児
中
の
自
分
メ
ン

テ

−

初
心
者
向
け
体
力
づ
く
り

講
座
】

d
１０
月
４
日（
水
）、
６
日（
金
）、

１１
日
（
水
）
午
前
１０
時
～
正
午
b

公
民
館
緑
分
館
k
伊
藤
有
理
さ
ん

（
フ
ラ
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
）
ほ
か
t
市
内
在
住
の
子
育
て

中
の
方
s
各
日
１５
人
（
多
数
抽

選
）
e
保
育
有
り
（
２
歳
以
上
。

要
事
前
申
込
）
m
９
月
２４
日
ま
で

に
、
Ｅ
メ
ー
ル（
１
人
１
通
）で
氏

名
・
電
話
番
号
・
保
育
の
有
無
を

明
記
し
、の
び
の
び
子
育
て
・
矢
部

（
akoganei.m

am
. o

u
en

ta
i@

gm
ail.co

m

）
へ
i
の
び
の
び
子

育
て
・
矢
部
（
☎
０９０

−

６
１
４
３

−

８
１
２
４
）
ま
た
は
公
民
館
緑

分
館
（
☎
０４２

−

３８７

−

７
３
０
１
）

成
人
学
校

【�

ハ
ワ
イ
ア
ン
リ
ボ
ン
レ
イ
ネ
ッ

ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
製
作
】

d
９
月
3０
日
（
土
）
午
前
１０
時
～

正
午
b
公
民
館
貫
井
南
分
館
k
加

嶋
ち
あ
き
さ
ん
（
リ
ボ
ン
レ
イ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
t
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
方
s
１０
人
（
多
数

抽
選
）
n
千
円（
材
料
費
）
m
９
月

１１
日（
必
着
）ま
で
に
、
往
復
は
が

き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
い
ず
れ
も

１
人
１
通
）
で
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
代
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、公
民
館
貫
井
南
分
館（
〒
１８４

−

０
０
１
４
貫
井
南
町
４

−

３

−

２3
☎
０４２

−

３８３

−

１
１
６
８
ak0

2
 

0
4
9
9
@

ko
gan

ei-sh
i.jp

）へ

市
民
講
座

【�

ト
ル
コ
共
和
国
の
魅
力

−

悠
久

の
歴
史
と
文
化
を
学
ぶ
】

d
１０
月
１２
日
、
２６
日
、
１１
月
９
日
、

3０
日
い
ず
れ
も
木
曜
日
午
前
１０
時

～
正
午（
全
４
回
）
b
公
民
館
東
分

館
ほ
か
k
川
本
智
史
さ
ん
（
東
京

外
国
語
大
学
講
師
）
ほ
か
t
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
s
3０
人

（
多
数
抽
選
）
m
９
月
１５
日（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（
い
ず
れ
も
１
人
１
通
）

で
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
代
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
明
記

し
、
公
民
館
東
分
館
（
〒
１８４

−

０

０
１
１
東
町
１

−

3９

−

１
☎
０４２

−

３８４

−

４
４
２
２
ak0

2
0
4
1
3
@

k.em
ail.n

e.jp

）
へ

申込フォーム

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・9・1 10
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

市
民
の
つ
ど
い

d
９
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
～

４
時
b
小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
u
分
か
り
や
す
い
交

通
安
全
教
室
、
中
山
忍
さ
ん
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
安
全
グ
ッ
ズ

の
配
布
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

な
ど
s
５００
人
（
当
日
先
着
順
）
i

小
金
井
警
察
署
交
通
総
務
係
（
☎

０４２

−

３８１

−

０
１
１
０
）、
市
交
通

対
策
課
交
通
対
策
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
５
０
）

市
立
清
里
山
荘

り
ん
ご
狩
り
バ
ス
ツ
ア
ー

d
１１
月
４
日
（
土
）
午
前
８
時
市

役
所
本
庁
舎
集
合
～
５
日
（
日
）

午
後
５
時
こ
ろ
同
所
解
散
b
清
里

山
荘
s
１０
組
（
多
数
抽
選
。
１
組

５
人
ま
で
）
n
▽
市
内
在
住
・
在

d１０月２４日（火）午後２時開演
b小金井　宮地楽器ホール大ホー
ル
■出演出口大地（指揮）、東京都
交響楽団（管弦楽）、田添菜穂子（司
会）
uメンデルスゾーン作曲交響曲第
４番「イタリア」ほか
s５５０人（多数抽選）
e▷詳細はサラダ音楽祭ホームペ
ージ（https://salad-music-fes.
com/premium０４/）をご覧くだ
さい▷３歳以下の方の入場はでき
ません

m９月２９日までに、はがきまたは
同ホームページで、代表者の住所
・氏名（ふりがな）・電話番号、
希望人数、入場者全員の氏名（ふ
りがな）、車椅子を利用する場合
はその旨を明記し、サラダ音楽祭
事務局（〒１５０−００１３渋谷区恵比
寿４−５−１４ベル・コリーヌ２０７
株式会社トリトーン内）へ
i同事務局（☎０３−５４２２−９５１１＝
土曜・日曜・祝日を除く午前１０時
～午後６時）、市コミュニティ文化
課文化推進係（☎０４２− ３８７−
９９２３）

SaLaDプレミアムコンサート小金井公演にご招待
東京都交響楽団

【①伝統芸能NEO−LEO＋黒田鈴尊「超・
邦楽コンサート」】
　伝統と革新を両立する箏曲と尺八界のホー
プが、古今東西の多様なプログラムをお届け
します。
d令和６年１月２０日（土）午後２時開演
■出演LEO（箏

こと

）、黒田鈴尊（尺八）
n一般３，５００円、２５歳以下席２，０００円

【②こがねい落語特選−新春　昇華爛漫の
会】
　意気盛んな顔付けが相まみえる、新春のこ
とはじめ。盤石の布陣でお届けします。
d令和６年１月２８日（日）午後１時開演
■出演柳亭市馬、古今亭文菊、柳家わさび、
立川小春志（こはる改メ）

n一般３，５００円、２５歳以下席２，０００円

――◇共　通◇――
b小金井　宮地楽器ホール大ホール
t市内在住・在勤・在学の方
s各日３０人（多数抽選）
e▷重複応募や記入不備、指定期間外到着の
申込無効▷一般発売日は９月１６日（土）から
▷未就学児の入場はできません
m９月１日～８日（必着）に、往復はがきに
公演名・希望席種・希望枚数（１人①４枚②
２枚まで）・住所・氏名（ふりがな）・電話番
号（市内在勤・在学の方は勤務先名または学
校名）を明記し、小金井　宮地楽器ホール「市
内先行チケット係」（〒１８４−０００４本町６−１４
−４５☎０４２−３８０−８０９９）へ

にっぽん、体感。−古典芸能の祭典
小金井　宮地楽器ホール市内先行受付

　東京学芸大Explaygroundに参加する中学生
が、日々活動するNPO法人緑のダム北相模の
森で間伐して製作した積み木を寄贈してくだい
ました。市内学童保育所にて、使用させていた
だきます。

市内中学生が間伐材で
製作した積み木を市に寄贈

写
真
ニ
ュ
ー
ス

写
真
ニ
ュ
ー
ス

９月はこきんちゃんあいさつ運動９月はこきんちゃんあいさつ運動
秋季推進月間秋季推進月間
　この運動は、「こ＝こころをこめて、きん
＝近所のひとたちと、ちゃん＝ちゃんとあい
さつしよう！」を合言葉に、あいさつを通し
て地域のつながりを深め、子どもたちや地域
の安全確保をめざす運動です。ぜひ、ご協力
をお願いします。
　なお、推進月間中は、市職
員が子どもたちの登下校時
に合わせて、青色回転灯装
備車両によるパトロールを
強化するほか、商店会や市
内の団体に協力を依頼し、運動を推進します。
i地域安全課地域安全係（☎０４２−３８７−９８０６）

武蔵牧場に関わる歴史資料

貴重な歴史資料の収集
　市では、小金井由来で歴史的価値のある貴重な
文書や写真・陶磁器等を集めています。心当たりの
ある方はご家庭で廃棄する前に、ご相談ください。
i生涯学習課文化財係（☎０４２−３８７−９８７９）
【実際に提供いただいた資料の例】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

資
質
向
上
に
関
す
る

三
市
・
学
芸
大
連
携
講
座

（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
）

b
オ
ン
デ
マ
ン
ド
u
子
ど
も
の

活
動
を
実
践
的
に
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
方
を
育
成
す
る
講
座
（
令

和
２
・
３
年
度
実
施
分
）
■
視

聴
期
間
１０
月
１
日
（
日
）
～
３１

日（
火
）
s
８０
人（
多
数
抽
選
）

m
９
月
２０
日

ま
で
に
、
申

込
フ
ォ
ー
ム

（h
ttp

s://

co
d
o
co

llege.co
d
o
m

o
d
e.

o
rg/2

0
2
3
/

）
で
i
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
東
京
学
芸
大
こ
ど
も
未
来
研

究
所
（
☎
０４２

−

３１３

−

８
０
２
２

＝
祝
日
を
除
く
月
曜
～
金
曜
日

午
前
１０
時
～
午
後
６
時
） 

申込フォーム

講座名 講師

支援者とは 柴田彩千子さん
（東京学芸大学准教授）

こどもを取り巻
く環境

坂本史生さん
（東京学芸大こども未来研
究所学術フェロー）

こども理解 鈴木聡さん
（東京学芸大学副学長）

こどもとの接し
方

木村翔太さん
（東京学芸大学附属世田谷
小学校教諭）

特別支援とは 大鹿綾さん
（東京学芸大学准教授）

特別支援―行動
面へのサポート

村尾愛美さん
（東京学芸大学講師）

特別支援―学習
面へのサポート

平田正吾さん
（東京学芸大学准教授）

勤
・
在
学
の
方
＝
大
人
（
高
校
生

以
上
）
２
万
５
千
円
、
小
・
中
学

生
１
万
８
千
円
、
未
就
学
児
１
万

円
▽
市
外
在
住
の
方
＝
大
人
（
高

校
生
以
上
）
２
万
６
千
８００
円
、
小

・
中
学
生
１
万
８
千
３００
円
、
未
就

学
児
１
万
円
m
９
月
１
日
～
１０
月

１５
日
に
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
参
加
者
の
住
所
・
氏
名

・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
市
立
清
里
山
荘
（
☎

０
５
５
１

−

４８

−

４
６
４
９
f
０

５
５
１

−

４８

−

４
６
４
６
ain

fo

rm
a
tio

n
@

k
o
g
a
n
e
i-k

iy
o
sa 

to
.co

m

）
へ

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・9・111



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

休 日 診 療休 日 診 療
受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※診療科目にかかわらず、必ず電話で確認のうえ、受診してください

●印は病医院所在地
○内は診療科目

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

休日歯科診療休日歯科診療
診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬局薬局 午前９時〜正午
午後１時〜５時

９
月
３
日（
日
）
９
月
１０
日（
日
）

小
金
井
橋
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク 桜町1―15―11

☎042―316―6170

玉川上水
小金井橋

小
金
井
街
道

本
町
２
丁
目

交
差
点

小金井橋

北大通り

至武蔵小金井駅北口至武蔵小金井駅北口

内
泌

ア

む
さ
こ
の
も
り
ク
リ
ニッ
ク
小
児
科・内
科

本町6―2―30
SOCOLA武蔵小金井クロス2階
☎042―316―3085

内
小

前
原
坂
上
交
差
点

小
金
井
街
道

南口

武蔵小金井駅

連雀通り

本町6―13―18
コスモスビル3F
☎042―316―3824

前原坂上交差点

農工大通り

南口
武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

小
金
井
婦
人
科
ク
リ
ニッ
ク

婦

三
枝
耳
鼻
咽
喉
科
・
小
児
科
医
院

耳

本町5―19―32
三枝ビル2F
☎042―381―8221

武蔵小金井駅

北口

小
金
井
街
道

小 銀
行

内
消
内

梶野町4―11―13
☎0422ー53―5666

東
小
金
井
く
ろ
だ
内
科
医
院

東小金井駅
北口

三小 梶野町
交差点

コンビニエ
ンスストア

至梶野橋

梶
野
通
り

本町2―8―15
☎042―301―8000

こ
い
そ
歯
科
ク
リ
ニッ
ク

武蔵小金井駅武蔵小金井駅

北口

けやき通り

銀行

信用金庫

銀行

小
金
井
街
道

北口

や
す
た
け
内
科
ク
リ
ニッ
ク

梶野町5―3―6―101
東小金井フラワーメディカルモール
☎042―388―8880

東小金井駅
北口

梶
野
通
り

内

ア

呼
内

連雀通り連雀通り

宮
本
内
科
医
院

内
循
消
呼

中町3―7―4
☎042―381―2219

至武蔵小金井駅
南口

前原坂上
交差点

一小
図書館

小
金
井
街
道

本町5―38―41
ユニーブル武蔵小金井102
☎042―304―1801

神
保
整
形
外
科

整
リ 

ハ

楽器店

コンビニエンス
ストア

けやき通り
小
金
井
街
道

武蔵小金井駅
銀
行

本町5―19―26
☎042―385―7755

武蔵小金井駅

飲食店

小
金
井
街
道

北口

小
金
井
眼
科
ク
リ
ニッ
ク

眼

貫井南町5―20―13
☎042―381―6627

竹
田
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内
交番胃腸科

医院

貫井団地
薬局

貫井南町
二丁目

西の久保通り

新
小
金
井
街
道

至
貫
井
ト
ン
ネ
ル

循
内

腎
内

糖
内

前原町1―8―13
☎042―383―8148

霊園裏門
交番
東八道路

霊
園
通
り

小
金
井
街
道

前原坂下
交差点

藤
井
歯
科
医
院

東京都・子供
の健康相談室

受付時間▷平日＝午後６時〜翌朝
８時▷休日（土曜・日曜・祝日）
＝午前８時〜翌朝８時☎＃８０００＝
プッシュ回線の固定電話、携帯電
話☎０３−５２８５−８８９８

２４時間テレホ
ンサービス

▷東京消防庁救急相談センター
☎＃７１１９＝プッシュ回線の固定電
話、携帯電話
☎０４２−５２１−２３２３

▷東京都保健医療情報センター・
医療機関案内ひまわり
☎０３−５２７２−０３０３
聴覚障害者向け専用
 ０３−５２８５−８０８０FAX

小児救急
（３６５日２４時間）

▷武蔵野赤十字病院
武蔵野市境南町
１−２６−１
☎０４２２−３２−３１１１

フラワー薬局
東小金井駅前店（ ）梶野町５－３－６－１０２

☎︎０４２－３１６－３３４７

伯雲堂薬局（ ）本町２－６－１２－１０３
☎︎０４２－４００－６０３５

まちば薬局

（ ）本町４－１４－２１－１０１
☎︎０４２－３8７－２１５１

調剤薬局北なが

（ ）本町５－１8－１３
☎︎０４２－３8１－２9０６

こぐま薬局
小金井店（ ）本町５－１9－３４ネオコート小金井

☎︎０４２－３88－9３9３

プロン薬局
小金井店（ ）本町１－１－４　１F

☎︎０４２－３１６－１１０５

　小金井の四季の観光写真コンクール
の入賞作品２０点を展示します。ぜひ、
ご鑑賞ください。
d９月１５日（金）〜１８日（祝）午前１０
時〜午後５時（１５日は午後１時から。
１８日は午後３時まで）
b小金井　宮地楽器ホールマルチパー
パススペース
i観光まちおこし協会（☎０４２−３１６−
３９８０）

推薦受賞作品「晩秋の輝き」
高橋美奈子さん

三鷹の森ジブリ美術館 近隣市民の皆さんを抽選でご招待
■招待日１０月１日（日）
■入場時間午前１０時から１時間ごと（最終入場は午後４時。全７回）
b三鷹の森ジブリ美術館（三鷹市下連雀１−１−８３）
t小金井市、武蔵野市、西東京市、調布市、府中市、三鷹市に在住の方
s各回３００人程度（多数抽選）
■注意事項▷最大６人まで応募可能▷当選者には、９月１９日以降に招待状を郵送
します▷電話での当落のお問い合わせはお受けできません▷同一グループでの複
数の申し込みや、必要記載事項に不備がある場合は無効になります
e詳しくは、三鷹市ホームページ（https://www.city.mitaka.lg.jp/c_eve
nt/103/103925.html）をご覧ください
m９月１１日（必着）までに、電子申請から、またははがきに代表者の住所・氏名
（ふりがな）・年齢・電話番号、入場者全員の氏名（ふりがな）・年齢、人数（代
表者および乳幼児を含む）、希望入場時間を明記し、三鷹市芸術文化課（〒１８１−
８５５５三鷹市野崎１−１−１☎０４２２−２９−９８６１）へ © Museo d'Arte Ghibli

JR三鷹駅南口から▷玉川上水沿いの「風
の散歩道」を歩いて約15分▷コミュニ
ティバスで約５分

バスのりば

三鷹の森
ジブリ美術館

山本有三
記念館

井の頭
自然文化園

風の散歩道

JR三鷹駅

電子申請三鷹市ホームページ

20232023
同祭典ホームページ

青少年のための科学の祭典
東京大会in小金井東京大会in小金井

催し 出展団体および内容 事前申込

サイエンス・
ライブショー

▷ＮＰＯ法人ガリレオ工房＝エネル
ギーの未来　発電を楽しみながら考え
る▷日本セラミックス協会ガラス部
会・東京工業大学＝ガラスの中の「力」
を見る？！強いガラスの不思議

〇

ブース出展

▷小金井消防署＝消防科学を身近に感
じ取ろう▷小金井警察署＝白バイ・パ
トカー展示▷Ｓ＆Ｄ多摩ホールディン
グス株式会社＝トヨタの給電車の給電
デモ

―

▷多摩信用金庫＝お金ってなんだろう
▷ガラス産業連合会＝ガラス大発見！
あなたの知らないガラス大集合▷東京
農工大学農学部＝光る泥だんごをつく
ろう！▷法政大学理工学部＝自由自在
な自律走行ロボット！ほか

〇

※事前申込等詳細は、同祭典ホームページ（https://www２.u-gak
ugei.ac.jp/~ascest/ysf/index.html）をご覧ください

d９月１7日（日）▷第一部＝午前１０時〜正午▷
第二部＝午後１時〜３時（開会式は９時３０分か
ら）
b東京学芸大学
e▷小学校３年生以下の子どもは保護者の同伴
が必要です▷当日は正門からご入場ください▷
車での来場はご遠慮ください
■主催２０２３「青少年のための科学の祭典」東京
大会in小金井実行委員会

i同実行委員会事務局・本川（☎０９０−7９４４
−１９００）、市生涯学習課生涯学習係（☎０４２−
３８7−９８7９）

　科学技術の楽しさ、発見の喜びを一人でも
多くの青少年に体験してもらうため、創造性
と熱意あふれる学校や研究機関等が集い、そ
れぞれユニークな方法で実験や科学工作を会
場いっぱいに繰り広げます。

d午前１０時〜午後３時
b芸術館（学芸の森ホール）展示室（同大学構内）
e▷混雑の場合、時間制限や人数制限有り▷詳
細は同祭典ホームページ参照

小・中学生作品展

第6９回第6９回
小金井の四季の小金井の四季の
観光写真展観光写真展

１０月１日は三鷹市および近隣市民デー

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・9・1 12




